
や
や
や
舎
や
や
や
や
や
や
や
舎
や
や
や
や
品
争
や
や
や
や
や
や
や
や
や
や
や

第

一

回

館

山

市

議

会

定

例

会

会

議

録

(

第

五

号

) 、F〆

. 
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、長ぽ

昭、第、第

和議ー出ー出欠 出鎗昭
五事号席号席 席 三 二 二 二 二 二 一一一一ー 席山和
十日に事 K 説議 O 八 六 回 二 C 八六回二 O 八五三一議市五
五寝間務同現 員番番番番番番番番番番番番番番番負役十
年{じ局じ員 所五
三話 職 念山安伊和藤石流押渡栗宍石福網神二議年
月五員し 十場三
三き ロ漂賀回国井山元辺原戸井原島田 2 2 
八 徳 多 ー 益 武源昭一寿昌憲守 十
日 次 八
午 康 願期 郎治 敏郎稔失態夫治動治隆 日
前 一 ( 

金高 曜
開旦
議 二 ニ ニ 二 二 一一一一一

九七五三一九 七五三一九七回二 午
番番 番番 番番番番番番番番番番 き

時石黒伊近林松古横

藤藤

石

井

吉

田

菊

井
五
十
嵐

石

井

安

西
下賀溝井

謀功

礼
四
郎

正

己
豊

好

雄

幸
太
郎

平

治

輝

久
勇
治
郎

敏

縛
昇正男

益

日
程
第

ス
草
案
第
十
四

議
案
第
十
五

議
案
第
十
六

議
案
第
十
七

議
案
第
十
八

議
案
第
十
九

議
案
第
二
十
号

議
案
第
二
十
一
号

議
案
第
二
十
二
号

議
案
第
三
十
四
号

、、

議 議
案案
第第

十十
四二
号号 ‘~ 号

非
常
勤
の
特
別
職
の
職
員

K
係
る
報
酬
及

び
費
用
弁
償

K
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定

K
つ
い
て

館
山
市
長
、
助
役
、
収
入
役
の
給
与
及
び

旅
費

K
関
す
る
条
例
の
一
一
認
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定

K
つ
い
て

館
山
市
職
員
等
の
旅
費
w私
闘
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

館
山
市
職
員
給
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定

K
つ
い
て

館
山
市
奨
学
資
金
積
立
基
金
の
設
置
及
び

管
環

K
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

館
山
市
消
防
団
条
例
の
一
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

新
た

K
生
じ
た
土
地
の
確
認
wい
つ
い
て

新
た

K
生
じ
た
土
地
を
古
川
の
区
域
内
vh
編

入
す
る
と
と

K
つ
い
て

青
色
申
告
都
市
宣
言

K
つ
い
て

昭
和
五
十
四
年
度
館
山
市
一
般
会
計
補
正

予
算

館
山
市
教
育
兼
務
職
員
の
給
与
等

K
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

K
つ
い
て

館
山
市
立
幼
稚
園
保
育
料
徴
収
条
例
の
一
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日
程
第
二
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日
程
第
三

議
案
第
二
十
五
号

議
案
第
二
十
六
号

議
案
第
二
十
七
号

議
案
第
二
十
八
号

議
案
第
三
十
五
号

語
集
第
二
十
九
号

議
案
第
三
十

議
案
第
三
十
一
号

議
案
第
三
十
二
号

欝
案
第
三
十
三
号

語
集
第
七

欝
集
第
八

加・

号

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

K
つ
い
て

館
山
市
保
吉
田
所
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定

K
つ
い
て

館
山
市
民
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
K
つ
い
て

館
山
市
及
び
三
芳
村
伝
染
病
隔
穣
病
舎
組

合
規
約
の
変
更

K
つ
い
て

館
山
市
と
畜
一
場
の
設
置
及
び
管
理
w
私
闘
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

昭
和
五
十
四
年
度
館
山
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
〈
第
三
号
)

館
山
市
圏
民
宿
舎
利
用
料
徴
収
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

K
つ
い
て

館
山
市
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

館
山
市
市
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理

K
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

市
道
路
線
の
認
定
K
つ
い
て

館
山
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

昭
和
五
十
五
年
度
館
山
市
一
般
会
計
予
算

昭
和
五
十
五
年
度
館
山
市
国
民
健
康
保
検

特
別
会
計
予
算

議
案
第
十
三

議
案
第
九

議
案
第
十

日
程
第
四

議
案
第
十
一

議
案
第
十
二

日
程
第
五

.---̂-ー「
諦請
願 願
第第

日
程
第
六

議
案
一
第
三
十
六
号

開
議
案
第
三
十
七
号

臼
程
第
七

号

昭
和
五
十
五
年
度
館
山
市
と
畜
場
特
別
会

計
予
算

昭
和
五
十
五
年
度
館
山
市
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ

ル
特
別
会
計
予
算

昭
和
五
十
五
年
度
館
山
市
学
童
災
害
共
済

事
業
特
別
会
計
予
算

昭
和
五
十
五
年
度
館
山
市
水
道
事
業
特
別

会
計
予
算

昭
和
五
十
五
年
度
館
山
市
圏
民
宿
舎
事
業

特
別
会
計
予
算

電
気
料
金
の
値
上
げ

K
関
す
る
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
諦
願
書

原
子
爆
弾
被
爆
者
援
護
法
制
定
促
進
決
議

K
関
す
る
請
願
書

館
山
市
圏
定
資
産
欝
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
K
つ
い
て

鎗
山
市
収
入
役
の
選
任
K
つ
い
て

-198-
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議

午
前
十
時
十
四
分
開
議

。
議
長
(
石
井
正
君
)
本
臼
の
出
席
議
員
数
二
十
丸
名
、
と
れ
よ
り
第
-

回
市
議
会
定
例
会
第
五
日
の
会
議
を
開
会
し
、
竃
ち
K
本
日
の
会
議
を
開
き

を
す
。

号号

議

葉

O
欝
長
(
石
井

正
君
〉

. 
(
〉
一

ヲ

の
J

)

 配

付

議
案
の
説
付
を
い
た
さ
せ
を
す
。

‘ 
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ト
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書

、ぉJ

議
案
の
配
付
漏
れ
は
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

i
l
配
付
漏
れ
念
し
と
認
め
ま

す。
本
自
の
模
事
は
か
手
元
K
配
付
の
臼
程
表
w
れ
よ
り
行
い
ま
す
。

議

実

上

程

の

'-

O
議
長
(
お
井
正
君
〉
日
程
第
一
、
議
案
第
十
四
号
乃
至
議
案
第
二
十
二

号
及
び
語
集
第
一
一
一
十
四
号
の
各
議
案
を
一
括
し
て
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

総
務
委
員
会
委
員
長
報
告

。
議
長
(
石
井
正
案
〉
た
だ
い
ま
議
題
・
と
念
り
ま
し
た
各
欝
案
は
、
去
る

一
一
一
月
十
四
日
の
本
会
欝
k
b
い
て
総
務
委
員
会
K
付
託
さ
れ
た
も
の
で
あ
り

ま
す
。主

フ
て
、
と
れ
主
h
p
各
議
案
K
対
す
る
総
務
委
員
会
k
b
け
る
審
査
の
経

過
遊
び
K
結
果

K
っ
き
委
員
長
の
報
告
を
求
め
ま
す
c

総
務
委
員
会
委
員
長
松
下
正
己
君
。

〈
総
務
委
員
会
委
員
長
松
下
正
己
君
登
壇
)

。
総
務
委
員
会
委
員
長
(
松
下
正
己
君
)
去
る
三
月
十
四
日
開
会
の
本
会
議

k
b
き
を
し
て
本
総
務
委
員
会

K
付
託
さ
れ
・
ま
し
た
一
般
議
案
九
件
、
補
正

予
算
一
件
、
各
種
案
K
つ
い
て
三
月
十
八
日
総
務
委
員
会
を
招
集
し
、
委
員

出
席
の
も
と

K
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
経
過
並
び
に
結
果
に
つ
い
て
を

御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

を
ず
、
議
案
の
慎
重
在
る
審
査
結
果
K
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
全
閏
貝
原
案
ど

b
b可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

次

K
、
審
査
の
経
過
に
つ
い
て
主
念
る
事
項
を
申
じ
上
げ
ま
す
。

詩
集
第
十
四
号
非
常
勤
の
特
別
殺
の
職
員
K
係
る
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

、v

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
K
つ
い
て
、
に
つ
き
を
し
て
、

本
市
で
は
各
委
員
会
の
臣
官
等
は
説
明
員
と
し
て
議
会

K
出
席
し
て
会
る
が
、

他
市
w
h
b
い
て
も
同
様
で
あ
る
か
、
ま
た
報
酬
に
つ
い
て
各
市
と
の
比
較
は

ど
う
か
、
さ
ら
に
報
酬
以
外
に
何
ら
か
の
形
で
支
出
紋
し
て
け

v

を
い
の
か
。

特
K
監
査
委
員
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
ま
し
た
と
と
ろ
、
説
明
員
交
し
て
ほ

と
ん
ど
の
市
が
出
席
し
て
い
る
。
知
識
経
験
を
有
す
る
者
か
ら
事
聾
さ
れ
た

監
査
委
員
の
状
態
と
し
て
社
常
勤
と
非
常
勤
が
あ
る
が
、
非
常
勤
の
場
合
県

下
の
最
高
は
七
万
玄
千
円
で
最
低
は
一
万
九
千
円
、
平
均
は
三
万
二
千
円
で

あ
り
、
授
が
議
会

K
出
席
し
た
場
合
他
市
w
h
沿
い
て
も
支
給
し
て
診
る
と
い

う
と
と
は
開
い
て
い
念
い
、
し
か
し
今
後
勤
務
内
容
等
を
勘
案
し
て
対
処
し

て
い
き
た
い
と
説
明
が
念
さ
れ
ま
し
た
。

次
W
件
、
議
案
第
十
七
号
館
山
市
職
員
給
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
は
、
用
地
受
渉
は
特
別
の
仕
事
で
は
念
い
と
思
う
が
、
と

の
手
当
を
設
定
し
た
理
由

K
つ
い
て
説
明
を
求
め
ま
し
た
と
と
ろ
、
特
殊
勤

務
手
当
の
性
格
は
馨
し
〈
不
快
、
不
健
康
、
危
険
、
困
難
在
勤
務
等
で
‘
給

与
上
特
別
左
考
慮
が
必
要
と
さ
れ
る
も
の

K
つ
い
て
、
給
与
上
考
慮
し
て
念

い
も
の

K
認
め
ら
れ
る
手
当
で
あ
る
。
用
地
交
渉
拡
大
変
困
難
性
が
あ
り
、

精
神
的
会
重
圧
が
あ
る
。
県
下
二
十
一
市
が
支
給
し
て
が
る
と
と
か
ら
も
今

回
設
定
し
た
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
と
で
、
現
業
職
員
の
採
用

K
つ
い
て
は
、
一
般
職
員
と
同
様
か
、
安
た

現
業
抽
職
員
の
中
K
臨
時
職
員
が
い
る
か
ど
う
か
を
関
守
ま
し
た
と
と
ろ
、
一

J

令

4

般
職
員
に
つ
い
て
は
統
一
採
用
試
験
を
行
っ
て
が
夕
、

J

現
業
殺
に
つ
い
て
は

特
別
の
技
術
を
必
要
と
す
る
者
以
外
は
で
き
る
だ
け
採
用
を
控
え
、
配
置
転

換
等
K
よ
り
対
処
し
て
い
る
c

ど
う
し
て
も
不
足
の
場
合
は
い
ま
ま
で
勤
務

し
た
者
の
中
か
ら
採
用
し
て
が
り
、
臨
時
職
員
で
長
期

K
わ
た
る
者
と
し
て
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は
現
在
土
木
に
一
名
、
正
木
処
理
場

K
二
名
が
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
ち

そ
と
で
、

ζ

れ
ら
減
員
に
対
し
て
業
務
上
の
疾
病
K
対
す
る
措
置

K
つ
い

て
説
明
を
求
め
ま
し
た
と
と
る
、
職
場
w
h
h
v
け
る
災
害
は
災
害
補
償
法
K
基

づ
〈
基
金
か
ら
支
出
し
、
一
一
般
の
疾
病
に
つ
い
て
は
共
済
組
合
の
給
付
で
行

っ
て
い
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら

K
、
し
尿
収
集
と
ど
み
収
集
に
従
事
す
る
織
一
員
で
手
当

K
三
官
円
の

差
が
あ
る
が
、
差
を
つ
け
る
べ
き
で
は
を
い
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
念
理
由

か
ら
そ
の
よ
う
に
し
た
か
を
開
き
ま
し
た
と
と
ろ
、
不
快
感
の
遣
い
か
ら
当

初
か
ら
差
が
あ
る
、
ど
み
収
集
に
つ
い
て
は
県
下
で
最
高
の
手
当
で
あ
る
が

差
が
あ
る
の
は
不
合
理
の
よ
う
念
気
も
す
る
の
で
、
実
情
を
よ
く
検
討
し
て

今
度
の
改
正
の
と
き

K
考
慮
し
て
い
き
た
い
と
前
向
き
念
答
弁
が
さ
れ
ま
し

た。
さ
ら
W
件
、
ど
み
処
理
場
の
焼
却
作
業
K
従
事
す
る
職
員
三
百
円
は
、
浄
化

槽
清
掃
五
百
円
K
比
べ
て
安
い
と
思
う
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
説
明
を
求
め

ま
し
た
と
と
ろ
、
雄
腕
却
作
業
K
従
事
す
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
ど
み
収
集
運

鍛
終
末
処
理

K
従
事
す
る
手
当
七
百
円
を
合
わ
せ
て
千
円
を
支
給
す
る
と
と

K
走
る
の
で
、
安
い
と
い
う
と
と
は
念
い
と
説
明
が
あ
h
y

ま
し
た
。

次
W
件
、
議
案
第
十
八
号
館
山
市
奨
学
資
金
積
立
基
金
の
設
置
及
び
管
理

K

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
K
つ
き
ま
し
て
、
貸
付
額
は

実
備
に
合
っ
て
い
る
か
、
ま
た
増
額
を
す
る
考
え
は
念
い
か
と
当
局
の
考
え

を
聞
き
ま
し
た
と
と
ろ
、
貸
付
額
は
合
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
五
十
三
年
度

K
沿
い
て
は
矯
績
を
し
た
が
、
現
在
実
際
K
支
払
っ
て
い
る
授
業
料
等
が
貸

付
額
よ
り
や
や
上
回
っ
て
い
る
の
で
、
、
今
後
資
金
の
状
況
K
応
じ
検
討
し
て

い
き
た
い
と
建
設
的
念
答
弁
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

次
W

作
、
貸
し
付
け
の
選
考
基
準
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
を
し
た
と
と
ろ
、

"..--._ 司、
v 

" 

ト

F 

成
績
一
エ

O
d初
、
所
得
関
係
五
五
¢
、
資
産
関
係
一
五
¢
を
基
準

K
し
て
い
る

と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
と
で
、
制
度
発
足
当
時
は
成
績
K
ウ
ェ
ー
ト
を
置
い
た
&
思
う
が
‘
条

例
の
趣
旨
が
拡
大
さ
れ
て
き
て
、
経
済
的
K
困
る
人
は
該
当
さ
せ
る
方
向

K

き
て
い
る
よ
う

K
思
わ
れ
る
現
状
か
ら
、
寄
付
だ
け
で
念
〈
一
一
般
財
源
の
持

ち
出
し
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
そ
の
点
K
つ
い
て
ど
の
£
う

K

考
え
て
い
る
の
か
説
明
を
求
め
ま
し
た
と
と
ろ
、
時
代
が
変
わ
っ
て
来
て
高

校
は
義
務
教
育
と
同
じ
よ
う
に
念
っ
た
し
、
大
学
の
進
学
率
も
高
ま
っ
て
い

る
。
も
ち
ろ
ん
成
績
も
考
え
る
が
広
〈
就
学
の
機
会
を
与
え
る
ほ
う
が
よ
い

と
考
え
て
い
る
。
幅
広
〈
市
民
の
進
学
意
欲
K
と
た
え
る
と
す
れ
ば
善
意
の

寄
付
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
の
で
、
見
直
し
の
時
期

K
来
て
い
る
と
い
う
考

え
も
あ
る
の
で
今
後
検
討
し
た
い
と
前
向
き
念
姿
勢
を
う
た
っ
た
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
ひ

次
W

件
、
議
案
第
二
十
二
号
青
色
申
告
都
市
宣
言
に
つ
き
ま
し
て
は
‘
実
態

K
合
わ
せ
て
館
山
市
の
イ
メ
ー
ジ

K
合
っ
た
宣
言
を
将
来
行
う
気
持
が
あ
る

か
ど
う
か
を
尋
ね
ま
し
た
と
と
ろ
、
今
後
幅
広
〈
市
民
の
合
意
を
得
ら
れ
る

よ
う
念
ζ

と
が
あ
れ
ば
そ
の
時
点
で
考
え
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
告
示
し
た
。

次
W

件
、
議
案
第
三
十
四
号
昭
和
五
十
四
年
度
館
山
市
一
般
会
計
補
正
予
算

(
第
五
号
)
K
つ
き
ま
し
て
、
歳
出
中
二
款
総
務
費
一
項
総
務
管
理
費
八
百

交
通
安
全
対
策
費
一
五
節
工
事
請
負
費
五
百
万
の
減
に
つ
い
て
説
明
を
求
め

を
し
た
と
と
ろ
、
北
条
海
岸
か
ら
館
山
海
岸
の
歩
道
設
置
工
事
を
国
庫
補
助

対
象
事
業
と
し
て
予
定
し
た
が
、
工
法
の
変
更
K
よ
り
事
業
費
が
二
千
四
百

玄
十
万
か
ら
一
千
六
百
九
十
万
と
在
っ
た
た
め
減
額
し
た
と
説
明
が
あ
り
ま

し
た
む以

上
、
本
委
員
会
K
付
託
さ
れ
を
し
た
一
般
詩
集
九
件
、
補
正
予
算
一
件

誕~

~、プ

周忌
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そ
れ
ぞ
れ
の
議
案

K
つ
い
て
総
務
委
員
会

k
b
け
る
慎
重
左
る
審
査
の
概
要

を
申
し
上
げ
、
満
場
の
御
賛
同
を
賜
り
ま
す
よ
う
hw
願
い
い
た
し
ま
し
て
、

総
務
委
員
会
委
員
長
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

。
議
長
A

石
井
正
君
〉
以
上
で
委
員
長
の
報
告
を
終
り
ま
す
。

た
だ
い
ま
の
委
員
長
報
告
に
つ
い
て
御
質
疑
を
願
い
ま
す
。
御
質
疑
あ
り

ま
せ
ん
か
。

1
1
御
質
疑
念
し
と
認
め
ま
す
。

以
上
で
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

討

論

O
議
長
(
石
井
正
君
)
と
れ
よ
り
討
論

K
入
り
ま
す

G

通
告
が
あ
り
ま
す
の
で
願
次
発
言
を
許
し
ま
す
。

一
番
議
員
神
田
守
雄
君
。

(
一
番
議
員
神
田
守
隆
君
畳
壇
)

O
一
番
〈
神
田
守
隆
君
〉
総
務
委
員
会

K
付
託
さ
れ
た
議
案
中
第
十
四
号
、

第
十
五
号
、
第
二
十
二
号
、
第
三
十
四
号

K
反
対
の
討
論
を
行
い
ま
す
。

議
案
の
第
十
四
号
非
常
勤
の
特
別
職
の
職
員
に
か
か
る
報
酬
及
び
費
用
弁

償

K
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す

が
、
参
与
を
新
設
し
、
報
酬
を
十
五
万
円
以
内
で
支
給
す
る
と
の
と
と
で
す

が
、
と
の
参
与
は
市
長
の
任
意

K
よ
る
人
選
と
い
う
と
と
か
ら
、
市
の
高
級

職
員
の
退
職
後
の
天
下

b
先
K
を
り
ま
す
。
現
に
答
弁
を
通
じ
て
も
、
参
与

が
ど
ん
念
内
容
の
仕
事
、
調
査
を
す
る
の
か
漠
然
と
し
て
b
h
y
、
市
政
の
運

営
上
ど
う
し
て
も
必
要
だ
と
い
う
ふ
う
念
も
の
と
は
考
え
ら
れ
念
い
、
念
〈

て
も
一
向
w
h

囲
ら
念
い
わ
け
で
、
そ
の
よ
う
設
も
の
を
わ
ざ
わ
ざ
新
設
し
て

高
級
職
員
の
退
職
後
を
優
遇
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
端
的
に
言
っ
て
公

費
の
む
だ
使
い
で
あ
h
y
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
と
の
条
例
の
改
定
K
反
対
い

， t 

+ 

、医

た
し
ま
す
。

議
案
第
十
五
号
館
山
市
長
、
効
役
、
収
入
役
。
給
与
及
び
旅
費

K
関
す
る

条
例
の
一
部
，
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
市
長
ら
の
旅
費

l

!
日
当
や
宿
泊
料
、
食
卓
料
に
つ
い
て
特
別

K
優
通
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
が
、
特

K
そ
う
す
る
必
要
は
を
い
と
考
え
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
と
の
条

例
改
正

K
反
対
を
い
た
し
ま
す
。

議
案
第
二
十
二
号
事
同
色
申
告
都
市
宣
言

K
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
所
得
税

の
申
告

K
あ
た
っ
て
国
は
青
色
申
告
者
に
は
必
要
念
諸
帳
薄
の
記
載
を
義
務

づ
け
る
か
わ

b
k
さ
ま
ざ
ま
の
税
法
上
の
特
典
を
与
え
と
の
推
進
を
図
っ
て

い
愛
す
が
、
納
税
者
た
る
市
民
に
と
っ
て
は
、
事
業
の
規
模
や
種
類
念
ど
に

よ
っ
て
必
ず
し
も
脊
色
由
互
?
と
す
る
の
が
適
切
で
友
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

手
軽
念
白
色
の
申
告
と
す
る
か
、
あ
る
い
は
青
色
申
告
と
す
る
か
は
納
税
者

の
判
断

K
任
さ
れ
る
べ
き
と
と
で
あ
り
ま
す
、
ま
た
と
の
よ
う
念
業
務
は
税

務
署
念
ど
で
推
進
す
べ
き
と
と
が
ら
と
考
え
ま
す
。
以
上
の
よ
う
に
、
古
川
が

あ
え
て
青
色
申
告
宣
言
を
し
て
と
の
推
進
を
図
る
と
い
う
と
と
は
市
民
の
総

意
と
は
成
h
y
得
念
い
も
の
で
あ
り
、
と
の
議
案
に
反
対
を
い
た
し
ま
す
。

次
K
、
議
案
第
三
十
四
号
昭
和
五
十
四
年
度
館
山
市
一
般
会
計
補
正
予
算

第
五
号
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
土
地
開
発
基
金
へ
一
億
三
千
万
円
の
繰

h

出
し
を
し
て
基
金
残
は
二
億
余
と
な
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
自
的
は

公
共
用
地
の
先
行
取
得
を
効
率
的
K
行
う
た
め
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
と
ろ

で
、
不
動
産
の
取
得

K
あ
た
っ
て
は
二
千
万
円
以
上
の
契
約
価
格
で
あ
れ
ば

議
会
の
議
決
に
よ
ら
念
け
れ
ば
取
得
で
き
を
ぜ
ん
。
答
弁
で
は
不
動
産
取
得

に
あ
た
っ
て
つ
な
ぎ
資
金
的
を
性
格
の
も
の
だ
と
い
う
説
明
が
あ
っ
た
わ
け

で
す
が
、
そ
れ
で
は
そ
の
資
金
の
運
用
に
工
っ
て
議
会
の
議
決
以
前
に
取
得

が
既
成
事
実
化
し
て
し
ま
う
と
と
は
左
り
か
ね
ま
せ
ん
。
不
必
要
な
財
産
の
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取
得
を
防
ぐ
た
め
w
h

、
議
会
の
議
決
権
は
重
視
さ
れ
念
け
れ
ば
念
り
ま
せ
ん
。

土
地
開
発
基
金
と
し
て
先
行
取
得
の
た
め

K
二
億
余
の
基
金
を
持
つ
と
と
は
、

と
の
よ
う
念
立
場
か
ら
不
必
要
と
考
え
ら
れ
る
、
と
の
議
案
K
反
対
い
え
し

ま
す
。

O
議
長
(
石
井
正
君
)
以
上
で
通
告
者
に
よ
る
討
論
を
終
り
ま
す
。

通
告
を
し
念
い
議
員
で
討
論
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

1
1
討
論
念
し
と
認
め

ま
す
S

L

以
上
で
討
越
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

探

記

決

と
れ
よ
り
採
決
い
え
し
ま
す
。

O
議
長
ハ
石
井
正
意
〉

採
決
は
分
割
し
て
行
い
ま
す
。

ま
ず
議
案
第
十
四
号
及
び
議
案
第
十
五
号

K
つ
い
て
起
立
に
よ
り
採
決
い

え
し
ま
す
。

議
案
第
十
四
号
及
び
議
案
第
十
五
号

K
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
原
案

可
決
で
あ

b
ま
す
。
各
議
案
を
委
員
長
報
告
ど
h
v
h
y
可
決
す
る
と
と

κ賛
成

の
諸
君
の
起
立
を
求
め
ま
す
。

〈
焚
成
者
起
立
〉

0
曹
長
(
石
井
正
君
〉
起
立
多
数
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
議
案
第
十
四
号

及
び
議
案
第
十
宜
号
は
い
ず
れ
も
原
案
の
と
h
v
h
y
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

次
い
で
、
議
案
第
十
六
号
乃
至
議
案
第
二
十
一
号
の
各
議
案
を
一
括
し
て

採
決
い
え
し
ま
す
。

議
案
第
十
六
号
乃
歪
議
案
第
二
十
一
号
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
原

案
可
決
で
あ
り
ま
す
。
各
議
案
を
委
員
長
の
報
告
ど
か
り
可
決
す
る
と
と

K

御
異
議
あ
り
ま
ぜ
ん
か
。

• 
~， 、
vへ

(
{
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

O
議
長
(
石
井
正
君
)
御
異
議
ま
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
議
案
第
十
六

号
乃
至
議
案
第
二
十
一
号
の
各
議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
の
と
h
v
h
y
可
決
さ
れ

を
し
た
。

次
い
で
、
議
案
第
二
十
二
号
車
問
色
申
告
都
市
宣
言
に
つ
い
て
を
起
立
に
よ

り
採
決
い
た
し
ま
す
。

本出来

K
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
原
案
可
決
で
あ

P
ま
す
。
本
案
を
委

員
長
の
報
告
ど
h
F
・9
可
決
す
る
と
と
に
賛
成
の
諸
君
の
起
立
を
求
め
ま
す
。

(
焚
成
者
起
立
)

O
議
長
(
石
井
正
君
)
起
立
多
数
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
議
案
第
二
十
二

号
脊
色
申
告
都
市
宣
言
K
つ
い
て
は
原
案
ど
b
・9
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

次
い
で
、
議
案
第
三
十
四
号
昭
和
五
十
四
年
度
館
山
市
一
般
会
計
補
正
予

算
を
起
立
に
よ
り
採
決
い
た
し
ま
す
。

本
案
K
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
原
案
可
決
で
あ
り
ま
す
。
本
由
来
を
委

員
長
の
報
告
ど
が
り
可
決
す
る
と
と
に
賛
成
の
諸
君
の
起
立
を
求
め
を
す
。

(
賛
成
者
起
立
)

O
議
長
(
石
井
正
君
)
起
立
多
数
で
あ

F
ま
す
。
よ
っ
て
議
案
第
三
十
四

号
昭
和
五
十
四
年
度
館
山
市
一
般
会
計
補
正
予
算
は
原
案
E
h
v
b
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

上

程

O
議
長
(
石
井
正
君
)
日
程
第
二
、
議
案
第
二
十
三
号
乃
至
議
案
第
二
十

八
号
及
び
議
案
第
三
十
五
号
の
各
議
案
を
一
括
し
て
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

議

実

の

文
教
民
生
委
員
会
委
員
長
報
告

f dべ
¥......-、ー
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O
議
長
(
石
井
正
君
〉
た
だ
い
ま
護
軍
と
念
り
ま
し
た
各
議
案
は
、
去
る

三
月
十
四
日
の
本
会
議
k
b
い
て
文
教
民
生
委
員
会

K
付
託
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。

よ
っ
て
、

ζ
れ
よ
り
各
議
案

K
対
す
る
文
教
民
生
委
員
会

K
か
け
る
審
査

の
経
過
鑑
び

K
結
果

K
っ
き
委
員
長
の
報
告
を
求
め
を
す
。

文
教
民
生
委
員
会
委
員
長
栗
原
一
雄
君
。
御
登
壇
願
い
ま
す
。

(
文
教
民
生
委
員
会
委
員
長
栗
原
一
雄
君
登
壇
)

O
文
教
民
生
委
員
会
委
員
長
(
栗
原
一
雄
君
)
本
定
例
議
会

k
b
い
て
去
る

十
四
日
文
教
民
生
委
員
会

K
付
託
さ
れ
を
し
た
一
一
般
議
案
六
件
、
補
正
予
算

一
件
に
つ
い
て
十
九
日
委
員
会
を
招
集
し
、
慎
重

K
内
容
審
査
を
行
い
ま
し

え。
以
下
、
委
員
会
k
b
け
る
経
過
並
び
に
結
果
に
つ
い
て
御
報
告
白
申
し
上
げ

ま
す
。ま

ず
、
初
め
に
審
査
の
結
果
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

議
案
第
こ
十
三
号
館
山
市
教
育
兼
務
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
K
つ
い
て
、
議
案
第
二
十
五
号
館
山
市
保
育
所

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、
議
案
第
二
十
七
号
鎗
山

市
及
び
三
芳
村
伝
染
病
隔
離
病
舎
組
合
規
約
の
変
更
K
つ
い
司
、
議
案
第
二

十
八
号
館
山
市
と
畜
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
及
び
議
案
第
三
十
五
号
昭
和
五
十
四
年
度
館
山
市

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
(
第
一
二
号
)
の
五
議
案
に
つ
い
て
は
全

員
一
致
を
も
っ
て
、
議
案
第
二
十
四
号
館
山
市
立
幼
稚
園
保
育
料
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

K
つ
い
て
、
第
二
十
六
号
鎗
山
市
民
セ
ン

タ
ー
条
例
の
一
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
K
つ
い
て
の
こ
議
案
に
つ
い
て

は
賛
成
多
数
を
も
う
て
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
b
h
y
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

、が

い
た
し
ま
し
た
.

次
W

仏
、
審
査
の
過
程
に
が
け
る
主
念
る
事
項
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

議
案
第
二
十
三
号

K
つ
き
ま
し
て
は
、
県
下
各
市
で
公
立
幼
稚
園
k
b
い

て
専
任
国
一
長
を
置
い
て
い
る
状
況

K
つ
い
て
説
明
を
求
め
ま
し
た
と
と
ろ
、

専
任
国
一
臣
官
を
置
い
て
い
る
市
は
千
葉
、
市
川
、
八
千
代
、
柏
、
野
田
、
勝
浦

市
で
、
他
の
市
は
ほ
と
ん

E
兼
務
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
h
y
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
専
任
園
長
を
寵
〈
考
え
は
老
い
か
、
市
の
考
え
方
に
つ
い
て
質

問
い
た
し
ま
し
た
と
と
ろ
、
幼
稚
園
の
義
務
化
の
動
き
も
あ
り

1
幼
小
一
元

化
を
図
る
べ
き
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
最
近
建
設
の
幼
稚
園
は
同
じ
校
舎

の
中

K
建
設
し
、
小
学
校
長
が
兼
務
し
て
一
貫
教
育
を
す
る
方
が
よ
い
と
考

え
て

b
b、
専
任
園
長
を
置
〈
考
え
は
念
い
と
の
答
弁
が
あ
・
9
ま
し
た
。

次
W

札
、
議
案
第
二
十
四
号
に
つ
き
ま
し
て
は
、
減
免
処
置
の
内
容

K
つ
い

て
改
め
て
説
明
を
求
め
ま
し
た
と
と
ろ
、
生
活
保
護
世
帯

K
つ
い
て
は
金
額

四
万
一
一
一
千
三
百
円
、
市
民
税
非
課
税
世
帯

K
つ
い
て
は
三
万
円
ま
で
、
市
民

税
所
得
割
非
課
税
世
帯
に
つ
い
て
は
一
万
八
千
円
ま
で
を
減
免
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
、
館
山
市
独
自
の
減
免
規
定
で
あ
る
。
国
の
基
準
は
減
免
の
最
高

額
は
二
万
円
で
で
そ
の
対
象
は
市
町
村
民
税
の
所
得
割
課
税
の
額
が
一
万
円

以
下
の
世
帯
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
、
委
員
よ
り
三
千
六
百
円
は
妥
当
念

保
育
料
で
あ
る
と
の
賛
成
意
見
と
幼
児
教
育
は
義
務
制
も
検
討
さ
れ
て
b
h
y

父
母
負
担
を
軽
減
ず
べ
き
で
あ
る
と
の
反
対
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

次
W
件
、
議
案
第
二
十
五
号

K
っ
き
・
ま
し
て
は
、
本
実
は
九
重
保
育
園
の
新

築

K
伴
う
位
置
を
変
更
す
る
議
案
で
あ
り
ま
す
が
、
建
物
の
基
準
、
施
設
の

状
況
等

K
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

次
w
h
、
議
案
第
二
十
六
号

K
っ
き
・
ま
し
て
は
、
委
託
後
の
還
営
に
つ
い
て

説
明
を
求
め
ま
し
た
と
と
ろ
、
現
在
は
市
の
正
規
職
員
三
名
、
臨
時
職
員
一
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名
の
四
名
で
運
営
し
て
い
る
。
委
託
後
は
福
祉
協
議
会
の
問
題
で
る
る
が
、

三
名
程
度
と
い
う
と
と
で
協
議
し
て
b
h
y
、
協
議
会
で
新
た
に
職
員
を
二
、

三
名
採
用
す
る
と
と
に
念
る
ん
で
は
念
い
か
。
左
台
、
当
分
の
間
市
の
技
術

職
員
一
名
を
指
導
の
た
め
配
置
す
る
と
の
説
明
が
あ
h
y
ま
し
た
。

念
会
、
委
員
よ
り
福
祉
協
議
会
の
本
来
の
業
務

K
影
響
を
与
え
念
い
よ
う

十
分

K
配
慮
さ
れ
た
い
と
の
要
望
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
市
の
施
設
と

し
て
市
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
す
べ
き
で
あ
る
と
の
反
対
意
見
も
あ
タ
ま
し

た。

厚顎繋ぎ三~〆

次

K
、
議
案
第
二
十
七
号

K
つ
き
ま
し
て
は
、
他
市
町
村
と
の
業
務
提
携

に
つ
い
て
は
正
式
に
は
話
し
て
念
い
が
、
館
山
で
収
容
で
き
左
い
場
合
は
空

い
て
い
る
と
と
ろ

k
b
綴
い
す
る
と
と
と
念
る
し
、
鋸
南
、
富
山
、
富
浦
町

鴨
川
市

K
つ
い
て
は
す
で

K
話
し
合
い
が
で
き
て
い
る
。
事
務
費
の
負
担
に

つ
い
て
は
現
在
よ
り
も
大
き
念
事
務
負
担
は
念
い
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、

一
応
職
員
一
人
一
カ
月
分
程
度
を
負
担
し
て
も
ら
う
と
と
で
関
係
市
町
村
の

了
解
を
得
て
い
る
。
ま
た
将
来
の
運
営
の
方
向
と
し
て
は
、
圏
、
県
の
指
導

方
針
も
広
域
で
や
る
べ
き
だ
と
の
提
言
が
設
さ
れ
て
い
る
旨
の
説
明
が
あ
タ

ま
し
た
。

次
w
h
、
議
案
第
二
十
八
号
に
つ
き
ま
し
て
は
、
使
用
料
が
月
割
制
に
念
h
y

実
質
的
値
上
げ

K
念
る
と
思
う
が
消
費
者

K
影
響
は
-
な
い
か
説
明
を
求
め
ま

し
た
と
と
ろ
も
月
額
に
し
た
と
と

K
よ
っ
て
小
売
価
格

K
は
ね
返
る
と
と
は

念
い
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

次
w
h
、
議
案
第
三
十
五
号
K
つ
き
ま
し
て
は
、
本
案
K
関
連
し
て
来
年
度

の
保
険
税
の
動
向
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
・
ま
し
た
と
と
ろ
、
五
十
五
年
度
医

療
費
改
定
を
七
・
七
¢
自
然
増
一
二
¢
を
見
込
ん
で
い
る
。
医
療
費
拡
五
十

四
年
度
決
算
見
込
み
対
比
で
二

O
d
w上
昇
を
考
え
τ
h
v
h
y
、
必
然
的
k
m
R険
税

司'

~ 、
vえ

" 舟

に
は
ね
返
る
が
、
五
十
四
年
度
の
繰
越
金
も
あ
る
の
で
保
険
税
の
上
げ
橿
-
に

つ
い
て
は
一

O
d
p以
内
で
本
算
定

K
の
ぞ
め
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
当
初

予
算
対
比
で
は
前
年
度
よ
h
y
一
一
で
%
下
回
っ
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

以
上
、
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
七
件
K
つ
い
て
本
委
員
会
k
b
け
る
審
査

の
概
要
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
満
場
の
御
賛
同
を
賜
り
ま
す
よ
う

hv
願
い
い
え
し
ま
し
て
、
文
教
民
生
委
員
会
の
委
員
長
報
告
を
終
h
y
ま
す
。

O
議
長
(
石
井
正
案
)
以
上
で
委
員
長
の
報
告
を
終
り
ま
す
。

た
だ
い
ま
の
委
員
長
報
告
に
つ
い
て
御
質
疑
を
願
い
ま
す
。
御
質
疑
ど
ざ

い
ま
せ
ん
か
G
I
l
l
御
質
疑
念
し
と
認
め
ま
す
。

以
上
で
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

討

i!d齢
E悶

O
議
長
(
石
井
1

正
君
)
と
れ
よ
り
討
論

K
入
り
ま
す
。

通
告
が
あ
り
ま
す
の
で
発
言
を
許
し
ま
す
。

(
一
番
議
員
神
田
守
降
君
登
壇
)

。
一
番
(
神
田
守
隆
君
)
文
教
民
生
委
員
会
付
託
議
案
中
ョ
議
案
第
二
十
四

号
及
び
二
十
六
号
に
反
対
の
討
論
を
い
た
し
ま
す
。

議
案
第
二
十
四
号
館
山
市
立
幼
稚
園
保
育
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
で
あ

b
ま
す
が
、
幼
稚
園
保
育
科
を
現
行
二
千
五

百
円
か
ら
三
千
六
百
円
と
一
気

K
四
四

dwも
値
上
げ
す
る
も
の
で
あ
り
、
特

w
h
今
回
の
値
上
げ
は
国
の
基
準
が
三
千
円
か
ら
三
千
六
百
円
に
改
定
さ
れ
た

の
に
伴
い
一
気

K
国
の
墓
地
中
と
向
額
と
す
る
た
め

K
国
の
基
準
が
二

O
パ
ー

セ
ン
ト
の
ア
才
プ
に
対
し
て
四
四
d
p
と
傍
以
上
の
ア
y

プ
と
念

F
J

て
い
ま
す
。

自
民
党
大
平
内
閣
は
、
破
綻
し
た
財
政
を
大
企
業
本
位
の
財
政
、
経
済
政

策
を
改
め
る
の
で
は
念
〈
し
て
、
国
民
へ
の
新
た
な
犠
牲
の
強
要
に
よ
っ
て

r吋ヘ
~ 

L軍司E
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再
建
し
よ
う
k
し
て
か
P
ま
す
。
と
う
し
た
大
平
内
閣
の
も
と
で
市
民
生
活
は

増
税
、
公
共
料
金
の
値
上
げ
を
ど
新
た
念
危
機
K
直
高
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
で
す
。
特
K
、
市
民
生
活
を
守
る
べ
き
立
場
wい
あ
る
地
方
自
治
体
で
あ
る

市
当
局
が
、
積
極
的
K
国
の
示
し
た
基
準
に
迎
合
し
て
一
気
K
四
回
¢
も
の

大
幅
念

7
y
プ
を
行
い
、
市
民
の
家
計
を
圧
迫
す
る
と
と
紋
許
さ
れ
全
せ
ん
。

と
の
と
と
は
、
半
津
市
政
が
市
民
生
活
優
先
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
は
う
ら
は
ら

に
市
民
負
担
の
増
大
、
中
央
追
随
の
政
治
姿
勢
を
改
め
て
示
し
た
も
の
で
あ

り
重
大
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

ま
え
、
質
疑
の
中
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、
減
免
の
対
象
家
庭
の
面

で
は
国
の
基
準
よ
り
も
狭
〈
念
っ
て
い
を
す
。
と
れ
で
は
国
の
基
準
で
と
ら

れ
て
も
、
国
の
基
準
で
減
免
を
受
け
ら
れ
左
い
家
庭
が
続
出
す
る
わ
け
で
、

と
と
で
も
半
津
市
政
の
市
民
生
活
優
先
は
ス
ロ
ー
ガ
ン
だ
け
に
念
っ
て
い
ま

す
。
と
の
点
で
速
や
か
に
減
免
対
象
の
拡
大
を
求
め
を
す
む

以
上
‘
市
民
生
活
を
守
る
立
場
か
ら
と
の
条
例
の
改
正
K
反
対
を
い
た
し

ま
す
。次

W
件
、
議
案
第
二
十
六
号
館
山
市
民
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定

K
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
自
治
省
は
事
務
次
官
通
達
念
ど
を
通

じ
て
地
方
自
治
体

K
厳
し
い
誠
量
経
営
の
実
施
を
指
導
し
て
い
ま
す
。
と
の

市
民
セ
ン
タ
ー
を
社
会
福
祉
協
議
会
に
管
理
委
託
す
る
と
の
構
想
も
と
う
し

た
国
の
指
導
K
追
随
し
た
も
の
で
す
。
館
山
市
民
セ
ン
タ
ー
は
市
の
公
共
施

設
と
し
て
本
来
市
が
責
任
を
も
っ
て
管
理
す
べ
き
も
の
と
考
え
ま
す
。

ま
え
、
委
託
先
が
社
会
福
祉
協
議
会
と
を
っ
て
い
ま
す
が
、
社
会
福
祉
協

議
会
は
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
の
本
来
の
目
的
が
あ
る
わ
け
で
、
今
後
活
動

の
充
実
が
期
待
さ
れ
る
わ
け
で
あ

b
ま
す
。
と
う
し
た
と
き
に
市
民
セ
ン
タ

ー
の
管
理
委
託
が
法
的
に
可
能
だ
か
ら
と
い
っ
て
管
理
委
託
を
す
る
と
い
う

、~

‘ 

と
と
舷
望
ま
し
い
と
と
で
は
念
い
と
と
は
明
ら
か
で
あ
り
を
す
。

以
上
の
点
か
ら
と
の
議
案
に
反
対
を
い
た
し
ま
す
。

O
議
長
(
石
井
正
君
〉
以
上
で
通
告
者
に
よ
る
討
論
を
終
り
ま
す
。

通
告
を
し
も
叫
い
議
員
で
討
論
ど
ざ
い
ま
ぜ
ん
か
。

(二

O
番
議
員
石
井
武
敏
君
登
壇
)

わ
二

O
番
(
石
井
武
敏
窓
)
私
は
、
い
ま
提
案
さ
れ
て
h
F

り
ま
す
自
由
傍
第
二

の
議
案
中
、
第
二
十
六
号
館
山
市
民
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定

K
つ
き
ま
し
て
強
〈
要
望
を
付
し
て
原
案
に
関
し
て
賛
成
を
い
た

し
た
い
と
思
う
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。

御
承
知
の
よ
う
に
、
市
民
セ
ン
タ
ー
は
市
民
が
身
近
に
接
す
る
と
と
ろ
で

あ
り
ま
す
。
昭
和
五
十
三
年
度
の
市
民
セ
ン
タ
ー
の
使
用
惑
を
見
て
み
ま
す

と
二
千
五
百
回
、
延
べ
人
員
三
十
二
万
人
が
集
ま
っ
て
き
て
訟
り
ま
す
。
ま

た
昭
和
五
十
四
年
度
の
見
込
み
数
を
見
ま
し
で
も
二
千
八
十
四
圏
、
二
十
三

万
六
千
人
の
見
込
み
数
で
ど
ざ
い
ま
す
。
と
れ
ほ
ど
多
〈
の
人
た
ち
が
集
ま

っ
て
き
て

b
b
ま
す
の
で
、
セ
ン
タ
ー
の
運
営
上
の
手
不
足
、
手
違
い
等
が

あ
る
と
か
ま
り
の
影
響
が
あ
る
わ
け
で
す
@
と
の
た
び
福
祉
協
議
会
の
ほ
う

K
運
営
を
委
託
し
よ
う
と
す
る
の
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
ま
ず
と
の
入
手
、
人

員
不
足
に
在
ら
な
い
よ
う
念
配
患
を
b
願
い
し
た
い
と
思
う
も
の
令
ど
ぎ
い

ま
す
。
市
側
で
は
手
不
足

K-授
ら
念
い
た
め
に
古
川
職
員
を
セ
ン
タ
ー
職
員
と

の
兼
任
職
と
し
て
永
続
し
て
そ
れ
に
つ
け
て
b
〈
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
ま

す
が
、
と
の
へ
ん
の
配
慮
は
十
分
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
も
の
で
ど
も

ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
と
の
配
慮
は
同
時
に
福
祉
協
議
会
の
も
つ
本
来
の
役
割
を
い
ま
ま

で
以
上
に
伸
び
伸
び
と
活
動
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
配
慮
で
も
あ
る
わ

け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
市
民
セ
ン
タ
ー
管
理
の
繁
雑
さ
の
た
め

K
福
祉
協
議
会
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の
業
務
が
渋
滞
す
る
と
と
と
念
れ
ほ
、
と
れ
は
ま
と
と
に
本
末
転
倒
と
言
わ

念
け
れ
ば
念
ら
会
い
と
思
う
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。
と
の
よ
う
念
事
態
K
左

ら
念
い
よ
う
に
古
川
側
と
し
て
は
人
員
の
配
置
と
い
う
点
で
十
分
念
配
慮
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。

を
た
、
電
気
器
具
等
特
殊
念
機
械
器
具
が
た
〈
さ
ん
備
え
付
け
て
る
り
ま

す
の
で
、
事
故
に
念
ら
念
い
£
う
念
配
慮
も
h
f

願
い
む
た
い
と
思
う
も
@
で

ど
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
市
民
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
側
か
ら
見
ま
し
で
も
、
不
便
を
生
じ

念
い
よ
う
k
b
顕
い
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
民
文
化
の
向
上
を
さ
せ
る
た
め

K
、
市
民
セ
ン
タ
ー
の
寄
与
す
る
市
民

文
化
向
上
と
い
う
点
で
の
役
割
と
い
う
の
は
非
常
K
大
き
念
も
の
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け

K
と
の
市
民
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
と
い
う
の
は
重

大
念
意
義
が
あ
る
と
思
う
の
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
の
よ
う
念
観
点
か
ら

し
ま
し
て
十
分
念
配
慮
を
切
に
b
願
い
い
た
し
ま
し
て
原
案
K
賛
成
す
る
も

の
で
ど
ざ
い
ま
す
。

以
上
で
ど
ざ
い
ま
す
。

(
七
番
議
員
古
賀
礼
四
郎
君
登
壇
)

。
七
番
(
古
賀
礼
四
郎
君
)
私
は
、
議
案
第
二
十
三
号
乃
至
二
十
八
号
及
び

議
案
第
一
-
一
十
五
号

K
対
す
る
賛
成
の
討
論
を
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
、
議
案
第
二
十
三
号
K
つ
き
ま
し
て
拡
、
幼
少
時
期
の
教
育
は
き
わ

め
て
記
憶
力
、
吸
収
力
の
旺
盛
念
と
き
で
あ
り
、
将
来
成
人
し
た
と
き
の
人

間
形
成
の
根
底
を
念
す
も
の
で
あ
り
を
す
。
当
今
の
親
と
子
の
聞
の
愛
情
の

断
絶
、
教
師
と
児
童
の
交
流
の
不
足
は
大
事
念
幼
少
時
期
の
一
貫
し
た
教
育

が
不
十
分
念
と
と
に
起
因
し
、
経
験
知
識
の
豊
富
ま
小
学
校
の
教
師
が
幼
稚

園
長
も
兼
務
し
て
小
学
校
K
入
っ
た
と
き
の
と
と
も
考
慮
し
、
関
連
性
の
あ

J、

r----.."Y、
M 俳

る
教
育
を
す
る
の
が
当
然
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
他
の
市
w
h
h
v

い
て
も
ほ

と
ん
ど
兼
務
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
、
小
学
校
教
育
の
内
容
不
認
識

念
専
任
幼
稚
園
長
を
置
〈
必
要
性
は
念
い
と
思
考
さ
れ
兼
務
で
よ
い
と
一
息
い

ま
す
。
よ
っ
て
と
の
議
案
に
賛
成
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

議
案
第
二
十
四
号

K
っ
き
・
ま
し
て
は
、
当
市

K
な
い
て
は
生
活
保
護
世
帯

及
び
低
所
得
者
に
対
し
て
は
国
の
基
準
以
上
舵
減
免
の
措
置
を
採
用
し
て
h
f

ら
れ
、
保
護
者
の
負
担
の
軽
滋
を
図
っ
て
h
v

ら
れ
ま
す
。

Rn
績
に
し
て
千
百

円
の
ア
タ
プ
は
よ
り
よ
い
施
設
の
充
実
、
保
育
内
容
を
目
ざ
す
た
め
に
は
や

む
を
得
設
い
諸
経
費
の
増
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
現
在
の
と
と
ろ
幼
稚
園
は

義
務
化
さ
れ
て
な
ら
ず
、
ど
う
し
て
も
経
済
的

K
負
担

K
感
ず
る
者
が
あ
れ

ば
、
無
理
を
し
て
通
揮
す
る
必
要
は
念
い
の
で
あ
り
、
か
え
っ
て
私
拡
幼
少

時
期
の
自
分
の
子
は
自
分
で
育
て
る
、
毅
が
わ
が
子
に
も
っ
と
責
任
を
も
っ

態
度
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
感
ず
る
も
の
で
あ
り
、
と
の
議
案
に
質
成
い
た
し

ま
す
。議

案
第
二
十
六
号
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
古
川
民
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を

公
共
団
体
K
委
託
し
、
よ
り
一
一
層
の
運
営
の
弾
力
性
、
効
能
性
の
向
上
を
図

り
、
市
民
の
利
用
面

k
b
い
て
よ
り
と
ま
か
い
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

K
つ
念
が

る
も
の
と
考
え
、

ζ

の
案
に
賛
成
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
議
案
第
二
十
七
号

K
つ
き
を
し
て
は
、
伝
染
病
隔
離
者
の
発
生
件

数
は
過
去

K
拾
い
て
も
ど
〈
わ
ず
か
で
あ
り
、
ま
た
将
来
と
も
w
h

額
繁
に
惹

起
さ
れ
る
も
の
で
は
左
〈
、
よ
り
一
一
層
の
一
予
前
衛
生
面
K
努
力
し
念
け
れ
ば

念
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
と
の
事
業
は
広
域
的

K
選
営
、
活
用
す
べ
き
で
あ
り
、

広
域
市
町
村
行
政
で
経
済
的
運
営
を
図
る
の
が
将
来
の
ピ
ジ
ョ

y
で
あ

b
ま

し
ょ
う
。
そ
の
意
味
か
ら
今
回
の
議
案

K
費
成
を
い
た
し
ま
す
。

次
に
、
議
案
第
二
十
八
号
に
つ
き
を
し
て
、
従
来
施
設
の
使
用
、
器
具
の

さ〆「、d ‘

ーヂ司E
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使
用
K
あ
た
っ
て
具
体
的
念
責
任
の
所
在
及
び
利
用
考
傭
の
過
失
責
任
、
賠

償
規
定
を
設
け
た
も
の
で
あ
り
、
共
同
公
的
施
設
を
大
切
に
使
用
す
る
観
念

の
育
成
と
も
念
h
y
、
ま
た
特
別
会
計
の
独
立
採
算
の
土
か
ら
も
損
失
は
許
さ

れ
ず
、
適
当
念
使
用
料
金
で
あ
る
と
認
め
、
本
案
K
焚
成
い
た
し
ま
す
。

最
後
W

料
、
補
正
予
算
の
議
案
の
第
一
二
十
五
号
で
あ
h
y
ま
す
が
、
特
別
会
計

国
民
探
検
料
が
少
念
《
て
撰
ん
だ
と
と
は
関
係
者
の
郵
努
力
の
た
ま
も
の
と

患
い
、
結
構
左
と
と
と
存
じ
ま
す
。
今
後
と
も
、
国
保
説
K
つ
い
て
は
市
民

の
負
担
が
限
度
K
き
て

h
g
b、
さ
ら
忙
軽
棋
の
方
向

K
努
め
ら
れ
る
と
と
を

要
望
し
、
私
の
賛
成
討
論
を
終
り
ま
す
。

以
上
で
す
。

O
議
長
〈
石
井
戸
正
君
)
他

K
討
論
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

i
l
討
論
念
し
と

寵
め
ま
す
。
以
上
で
討
績
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

採

決

O
語
圏
実
(
石
井
正
君
)

ζ

れ
主
h
y
採
決
い
た
し
ま
す
。

採
決
は
分
割

J

じ
て
行
い
ま
す
。

ま
ず
、
議
案
第
二
十
三
号
館
山
市
教
育
兼
務
職
員
の
給
与
等
w
私
闘
す
る
条

例
の
一
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
K
つ
い
て
を
採
決
い
た
し
ま
す
。

本
案
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
原
案
可
決
で
あ
り
ま
す
。
本
案
を
委

員
長
の
報
告
ど
h
u
h
y
可
決
す
る
と
と
に
御
異
欝
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〈
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
h
M
〉

O
議
長
門
石
井
正
君
〉
御
園
宍
謹
念
し
と
認
め
ま
す
e

よ
っ
て
議
案
第
二
十

一
一
一
号
館
山
市
教
育
兼
務
職
員
の
給
与
等
K
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
樹
定
に
つ
い
て
は
藤
由
来
ど
か

b
可
決
さ
れ
ま
し
た
q

一

次
い
で
‘

z

議
案
第
二
十
四
号
館
山
市
立
幼
稚
園
保
育
科
徴
収
条
例
の
一
一
部

一

ト

w
f

一‘

一E
一一一

r
ミ

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
一
K
つ
い
て
を
起
立

K
よ
り
採
決
い
た
し
ま
す
。

本
案
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
原
案
可
決
で
あ
り
ま
す
。
本
案
を
委

員
長
の
報
告
ど
b
h
y
可
決
す
る
と
と

κ賛
成
の
諸
君
由
起
立
を
求
め
ま
す
。

日
(
賛
成
者
起
立
)

。
議
長
(
石
井
正
君
〉
起
立
多
数
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
議
集
第
二
十
四

号
館
山
布
立
幼
稚
留
保
育
料
徴
収
条
例
の
炉
、
揮
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
は
原
案

E
b
り
可
決
さ
れ
を
し
た
。

次
い
で
、
議
案
第
二
十
五
日
号
館
山
市
保
育
所
条
例
の
ア
郵
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
を
採
決
い
た
し
ま
す
。

本
案
wい
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
原
案
可
決
で
あ
り
ま
す
。
本
突
を
委

員
長
の
報
告
E
h
r
h
y
可
決
す
る
と
と

K
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

O
議
長
(
石
井
正
意
〉
御
異
議
念
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
議
案
第
二
十
仁

五
号
館
山
市
保
育
所
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
K
つ
い
て
は
ー
原

案
ど

h
v
b
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

次
い
で
、
議
案
第
二
十
六
号
鎗
山
市
民
セ
ン
タ
ー
条
例
の
}
習
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
K
つ
い
て
を
起
立
に
よ
り
採
決
い
え
し
ま
す
。

本
案
に
つ
い
で
の
委
員
長
の
報
告
は
原
案
可
決
で
あ
り
ま

Y
J本
案
を
委

員
長
の
報
告
E
b
h
y
可
決
す
る
と
と
に
賛
成
の
諸
君
の
起
立
を
求
め
ま
す
。

(
賛
成
者
起
立
)

O
議
長
(
石
井
'
正
君
〉
泡
立
多
数
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
議
案
第
二
十
六

号
館
山
市
民
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
K
つ
い
て
は

原
集
ど

b
b可
決
さ
れ
ま

L
た。

次
い
で
、
議
案
第
二
十
七
号
、
議
案
第
二
十
八
号
及
び
議
案
第
一
一
子
五
号

の
各
議
案
を
一
括
し
て
採
決
い
た
し
ま
す
。
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議
案
第
二
十
七
号
、
議
案
第
二
十
λ
号
及
び
議
案
第
三
十
五
号
に
つ
い
て

の
委
員
長
の
報
告
は
原
案
可
決
で
あ
り
ま
す
。
各
議
案
を
委
員
長
の
報
告
ど

hub
可
決
す
る
と
と
に
御
異
議
あ
h
y
ま
せ
ん
か
。

〈
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

。
議
長
(
石
井
正
君
》
御
異
議
念
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
議
案
第
二
十

七
号
、
議
案
第
二
十
八
号
及
び
議
案
第
三
十
五
号
の
各
議
案
は
い
ず
れ
も
原

案
ど
か
h
y
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議

案

上

の

程

O
議
長
ハ
石
井
正
君
)
日
程
第
一
一
一
、
議
案
第
二
十
九
号
乃
至
議
案
第
三
十

三
号
の
各
議
案
を
一
括
し
て
議
題
と
い
え
し
ま
す
。

建
設
経
溝
委
員
会
委
員
長
報
告

。
議
長
ハ
石
井
正
君
〉
た
だ
い
ま
議
題
と
念
り
ま
し
た
各
議
案
は
、
去
る

三
月
十
四

g
の
本
会
議
k
b
い
て
建
設
経
済
委
員
会
K
付
託
さ
れ
た
も
の
で
あ

-D
ま
す
。

よ
ヲ
て
、
と
れ
よ
り
各
議
案
に
対
す
る
撞
設
経
済
委
員
会
k
b
け
る
審
査

の
経
過
議
ぴ
に
結
果
に
つ
き
委
員
長
の
報
告
を
求
め
ま
す
。

建
設
経
済
委
員
会
委
員
長
流
出
源
次
郎
君
。
御
登
壇
願
い
ま
す
。

〈
建
設
経
済
委
員
会
委
員
長
流
山
源
次
郎
君
登
壇
〉

。
建
設
経
揖
委
員
会
委
員
長
(
流
山
源
次
郎
君
)
一
二
月
定
例
議
会
第
三

8
8

の
一
一
一
月
十
四
百
の
本
会
議
場
に
か
い
て
建
設
経
済
委
寅
会

K
付
託
さ
れ
ま
し

た
議
案
第
二
十
九
号
及
び
三
十
号
、
一
二
十
一
号
並
び
に
議
案
第
三
十
二
号
、
“

三
十
三
号
に
対
し
、
一
一
一
月
二
十
一
日
建
設
経
済
委
員
会
を
招
集
し
、
慎
重
審

査
の
結
果
全
員
一
致
原
案
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

炉
心
ん
一
ム

.. 

p羊

以
下
、
審
査
経
過
内
容
K
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
を
す
。

議
案
第
二
十
九
号
館
山
市
国
民
宿
舎
剥
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
K
つ
い
て
を
議
題
と
し
質
疑
応
答
が
始
ま
h
y
ま
し
た
。
全
国

的
念
利
用
料
と
鳩
山
荘
の
利
用
料
と
の
間
K
差
異
は
念
い
か
、
ま
た
同
一
的

歩
調
を
と
一
づ
て
hv
る
か
、
鳩
山
荘
の
従
業
員
の
構
成
は
ど
の
よ
う

K
念
っ
て

い
る
か
、
娯
楽
施
設
の
中
で
特

K
麻
雀
等
に
つ
い
て
は
鰭
け
事
K
使
用
さ
れ

る
心
配
も
あ
る
が
鍵
全
念
施
設
と
い
う
観
点
か
ら
ど
う
考
え
る
か
、
と
の
簡

に
対
し
て
は
、
利
用
料
に
つ
い
て
は
国
民
宿
舎
利
用
基
拳
及
び
そ
の
取
b
扱

い
等
K
つ
い
て
環
境
庁
か
ら
昭
和
五
十
二
年
四
月
に
料
金
改
定
が
あ
り
、
木

造
建
物
に
つ
い
て
は
宿
泊
料
千
八
百
円
、
食
事
料
が
千
五
百
円
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
建
て
に
つ
い
て
は
宿
泊
料
千
九
百
円
、
食
事
料
千
五
百
円
K
走
っ

て
い
る
。
従
業
員
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
現
職
員
八
人
で
あ
h
y
、
五
十
四
年

の
実
績
K
よ
り
臨
時
一
を
常
時
五
人
予
定
し
、
さ
ら
に
夏
K
二
人
、
暮
か
ち
審

V

れ
か
け
て
二
人
を
予
定
し
て
い
る
。
麻
雀
等
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
そ
う

い
っ
た
特
殊
を
ケ
ー
ス
は
念
い
。
ま
た
人
に
迷
惑
の
か
か
ら
念
い
よ
う
念
競

屋
割
り
を
し
て
い
る
旨
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

次
w
h
‘
テ
レ
ビ
の
使
用
料
段
無
料
K
念
ら
念
い
か
?
客
K
与
え
る
イ
メ
ー

ジ
が
よ
〈
左
い
の
で
今
後
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。
休
憩
室
の
関
係
及
び
そ

の
料
金
K
関
す
る
件
等
か
ら
休
憩
の
摘
要
K
二
分
の
一
を
限
度
K
割
h
y
引
〈

と
と
が
で
き
る
と
あ
る
が
誰
が
で
き
る
、
の
か
、
ま
え
幼
児
、
学
童
一
K
割
り
引

〈
差
が
あ
る
の
か
と
の
問
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
決
定
す
る
の
は
市
長
で
あ

h
y
、
は
っ
き
り
半
額
K
統
一
す
る
回
答
あ
り
、
脇
村
K
観
光
商
に
大
き
念
意
義

を
も
っ
鳩
山
荘
を
館
山
市
の
観
光
に
大
い
に
役
立
た
せ
る
ζ

と
を
要
望
し
て

全
員
一
致
原
案
を
可
決
す
べ
き
と
と
に
決
し
也
み
し
た
。

次
W

件
、
議
案
第
三
十
号
館
山
市
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
等
の
一
部
を
改
正

一却8.，.....
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キ

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
の
質
疑
K
入
り
ま
し
た
。
四
百
二
十
五
円
か
ら

五
百
五
円
w
h
念
る
が
ど
の
よ
う
念
義
準
で
と
の
主
う

K
し
た
か
と
の
関

K
対

し
、
公
衆
電
気
通
信
法
施
行
令
K
よ
り
電
通
念
ど
が
民
間
の
宅
地
を
使
用
す

る
場
合
五
百
五
円
と
い
う
使
用
料
を
払
ヲ
て
b
夕
、
そ
れ
を
参
考

K
し
て
宅

地
提
み
と
い
う
と
と
で
五
百
五
円
に
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
の

説
明
あ
夕
、
道
路
の
中
の
ほ
う
K
電
柱
が
あ
り
じ
ゃ
ま
に
念
る
が

E
う
か
と

の
問
K
対
し
て
は
、
今
ま
で
も
東
京
電
力
に
対
し
民
地
w
札
入
れ
さ
せ
て
い
た

だ
〈
よ
う
に
交
渉
し
て
い
る
が
今
後
も
努
力
す
る
旨
の
回
答
あ
り
、
現
在
市

道
K
立
っ
て
か
る
電
柱
の
数
を
た
だ
し
た
る
と
と
ろ
千
七
十
五
本
で
あ
り
、

そ
の
内
訳
は
東
竃
千
七
十
本
、
極
海
捕
鯨
が
四
本
、
布
由
民
漁
協
組
合
が
一
本

で
あ
る
と
の
と
と
で
、
値
上
げ
す
る
際
K
は
事
前
K
東
電
等
K
話
し
合
い
を

す
べ
き
と
@
要
望

K
対
し
、
市
と
し
て
当
然
の
ζ

と
で
あ
り
今
後
も
実
施
し

て
行
〈
考
え
で
あ
る
旨
と
、
圏
、
県
k
h
v
い
て
も
新
料
金
を
採
用
す
る
と
の

説
明
あ
h
y
、
会
員
一
致
原
案
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

次
K
、
議
案
第
三
十
一
号
館
山
市
市
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
w
私
闘
す
る

条
例
の
一
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
K
つ
い
て
、
と
の
十
六
戸
の
家
賃
は

幾
ら
か
、
ま
た
古
い
住
宅
と
の
比
較
、
漁
民
ア
パ
ー
ト
の
家
賃
及
び
身
障
者

と
住
宅
の
関
係
K
つ
い
て
た
だ
し
た
と
と
ろ
、
那
古
住
宅
新
家
賃
三
万
一
千

円
、
間
住
宅
は
五
千
五
百
円
、
漁
民
住
宅
は
現
在
七
千
二
百
円
で
、
現
在
は

改
定
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
念
い
旨
の
答
弁
と
、
身
障
者
一
級
か
ら
六
級
ま

で
の
手
帳
所
持
者
で
市
営
住
宅
の
入
居
対
象
者
の
数
は
七
百
四
十
三
名
、
そ

の
う
ち
十
八
名
は
一
般
市
営
住
宅
K
入
居
し
て
い
る
。
希
望
者
七
名
、
そ
の

う
ち
四
名
が
入
居
し
て
い
て
十
六
一
戸
建
て
た
う
ち
一
階
の
四
戸
を
身
障
者
住

宅
に
し
て

b
b、
重
度
障
害
者
用
一
一
戸
、
軽
度
障
害
者
用
三
戸
で
あ
る
旨
の

説
明
が
ま
さ
れ
、
家
族
の
中
に
身
障
者
が
一
人
会
れ
ば
入
居
資
格
は
あ
る
旨

‘ 

の
答
を
得
て
、
全
員
一
致
原
案
を
可
決
す
べ
き
も
の
之
決
し
を
し
た
。

議
案
第
三
十
二
号
市
道
路
線
の
認
定
K
つ
い
て
を
欝
題
と
し
て
質
疑
応
答

は
次
の
と
会
り
で
し
た
。
南
安
房
公
園
糠
は
い
ま
さ
で
何
で
あ
っ
夜
か
、
を

た
幅
員
延
長

K
つ
い
て
の
説
明
を
求
め
た
の

K
対
し
、
県
道
で
あ
っ
た
、
幅

員
四
メ

1
争
ル
五
十
か
ら
九
メ
ー
ト
ル
二
十
延
長
六
千
七
百
十
六
・
一
一
一
メ
ー

ト
ル
で
あ
る
と
の
説
明
に
対
し
、
今
後
の
維
持
補
修
が
大
変
だ
と
患
う
、
保

道
の
ま
ま
に
し
て
会
い
た
ほ
う
が
主
か
っ
た
の
で
は
念
い
か
と
の
質
問
に
対

し、

-
b
っ
し
+
る
通
り
だ
と
思
う
)
え
だ
県
も
道
路
法
K
基
づ
い
て
滞
留
定

基
準
が
あ
り
、
と
う
い
う
ふ
う

K
並
行
し
た
道
路
と
い
う
も
の
は
念
か
念
か

認
定
基
準
K
沿
わ
念
い
と
い
う
と
と
で
廃
止
さ
れ
た
の
で
は
念
い
か
と
推
察

し
て
い
る
。
今
後
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
市
で
行
わ
念
け
れ
ば
念
ら
念
い

が
、
大
き
も
仏
工
事
K
つ
い
て
は
旧
県
道
と
い
う
と
と
で
二
分
の
一
の
県
補
助

金
の
要
望
が
で
き
る
と
の
回
答
あ
り
、
さ
ら
K
二
子
寺
谷
績
に
つ
い
て
先
日

の
本
会
議
で
市
道
認
定

κあ
た
っ
て
認
定
基
議
が
示
さ
れ
た
が
、
と
の
識
は

ど
う
い
う
関
係
で
認
定
さ
れ
た
か
、
行
き
ど
ま
h
y
で
あ
る
が
、
と
の
間
K
対

し
て
は
、
幹
線
道
路
か
ら
一
つ
の
部
落
へ
入
る
道
で
額
負
が
四
メ
ー
ト
ル
以

上
あ
れ
ば
一
応
市
道
と
し
て
認
定
し
て
維
持
管
理
を
し
て
い
と
う
と
い
う
と

と
で
る
る
、

ζ

の
績
に
つ
い
て
は
地
元
の
協
力
で
改
良
し
て
〈
れ
た
わ
け
で

今
回
市
道
と
し
て
認
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
、
何
軒
以
上
と
い
う
基

準
は
な
い
と
の
回
答
あ
り
、
農
村
地
帯
K
は
た
〈
さ
ん
と
う
い
う
関
係
の
道

路
も
あ
る
と
思
う
の
で
、
市
道
に
認
定
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
て
、
全
員
一
致

原
案
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
議
案
第
三
十
三
号
館
山
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
ぺ
め
質
疑
お
準
一
1
3
h
I
拘
本
冷
暗

L
t材
別
清
ナ
ー

現
行
と
比
べ
て
改
正
案
は
料
金
区
分
が
多
〈
念
っ
て
い
る
が
‘
そ
の
経
一
樟
K
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つ
い
て
詮
た
だ
し
た
と
と
ろ
、
料
金
区
分

K
つ
い
て
は
水
道
事
業
の
経
水
量

の
実
態
か
ら
各
区
分
ど
と
の
水
量
と
全
体
の
水
量
と
の
比
較
に
hv
い
て
設
定

し
た
。
今
回
の
改
定

K
つ
い
て
は
改
定
率
一
ニ
九
二
立
¢
と
い
う
と
と
で
一
立

方
メ
ー
ト
ル
宵
四
十
一
円
三
十
銭
と
い
う
と
と
に
念
る
、
平
均
単
価
に
つ
い

て
は
一
カ
月
百
十
四
立
方
メ
ー
ト
ル
使
っ
た
場
合
平
均
単
舗
の
吉
田
十
一
円

三
十
銭
と
い
う
結
果
が
出
て
〈
る
、
月
百
立
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の
が
七

odwを
占
め
て
い
る
と
い
う
結
果
か
ら
、
平
均
単
緬
主
h
y
高
〈
念
っ
て
い
る

も
の
は
三

O
¢
の
も
の
だ
け
で
あ
る
旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら

K
、

三
カ
年
計
画
で
再
建
を
し
て
い
〈
と
い
う
と
と
だ
が
長
期
計
画
は
立
て
ら
れ

念
い
か
と
の
関
K
対
し
て
は
、
公
共
料
金
で
あ
り
生
活
に
密
費
し
た
も
の
で

る
る
の
で
長
期
的

K
安
定
し
た
価
格
を
設
定
す
る
と
と
が
望
ま
し
い
と
考
え

る
が
、
何
年
も
経
っ
と
上
げ
幅
が
大
き
〈
左
る
の
で
や
は
り
三
年
〈
ら
い
で

や
る
の
が
妥
当
じ
ゃ
念
い
か
と
い
う
と
と
で
一
一
一
年
計
画
と
し
た
。
ま
た
補
助

金
や
起
債
の
関
係
も
あ
っ
て
、
と
の
擦
や
っ
て
が
か
念
い
と
経
営
努
力
が
足

り
念
い
と
い
う
と
と
で
補
助
金
も
出
念
い
し
赤
字
が
多
〈
念
、
る
と
起
債
を
も

ら
え
念
〈
走
る
、
そ
う
い
う
と
と
も
基
本
的
K
あ
る
と
の
答
弁
が
を
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ら

K
手
数
料
区
分
の
中
の
給
水
装
置
技
術
者
と
給
水
装
置
技
能
者

は
ど
う
違
う
の
か
と
の
質
問

K
対
し
て
、
給
水
装
置
技
徒
者
は
去
に
設
計
関

係
で
あ
り
、
給
水
装
置
技
能
一
者
は
配
管
工
と
区
分
が
説
明
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

一
名
以
上
い
る
と
い
う
と
と
が
指
定
工
事
活
の
条
件
で
あ
る
旨
の
回
答
あ
り
、

全
員
一
致
原
案
を
可
決
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
決
し
ま
し
た
。

以
上
、
審
査
の
概
要
を
申
し
上
げ
、
建
設
経
済
委
員
会
委
員
長
報
告
と
い

た
し
ま
す
。
何
と
ぞ
満
場
の
榔
韓
民
間
を
賜
り
ま
す
よ
う
hv
騒
い
申
し
上
げ
ま

す。

O
議
長
(
石
井

b 

正
君
)

以
上
で
委
員
長
の
報
告
を
終
り
ま
す
。

一一一手国晶画

た
だ
い
奮
の
委
員
長
報
管
区
也
知
ぜ
備
費
援
金
蹟
い
や
ま
S
F
a
F

鱒
質
擾
ピ
ざ

い
ま
せ
ん
か
。

i
i
御
質
疑
念
じ
ど
認
め
ま
す
。

以
上
で
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。論

言守

。
議
長
(
石
井
・
正
倉
〉
と
れ
よ
h
y
討
論
犯
人
タ
ま
す
。

通
告
が
あ
り
ま
す
の
で
発
言
を
許
し
ま
す
。

一
番
議
員
神
田
守
陸
君
。

〈
一
番
議
員
神
回
守
隆
君
登
壇
〉

O
一
番
(
神
田
守
隆
君
)
建
設
経
槙
委
員
会

κ付
託
さ
れ
た
議
集
中
、
書
案

第
三
十
三
号
館
山
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
ナ
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
反
対
を
い
た
し
ま
す
。

水
道
事
業
は
営
業
収
益
で
は
大
変
左
利
益
を
上
げ
て
い
ま
す
。
と
と
ろ
が

営
業
外
損
益
で
は
大
き
念
損
失
を
計
上
し
て
会
り
ま
す
。
と
れ
は
起
債
の
利

息
の
た
め
で
あ
り
ま
す
。
損
益
計
算
書
で
見
る
膜
h
y
今
回
の
値
上
げ
は
と
の

借
金
の
利
息
の
薦
が
わ
り
を
料
金
K
転
嫁
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
ど
ざ
い
ま

す
。
し
か
も
上
げ
穏
に
つ
い
て
も
と
う
し
て
集
線
し
た
赤
字
を
三
年
間
で
解

消
す
る
と
の
計
画
か
ら
出
発
し
て
い
る
た
め

K
、
市
民
に
と
会
て
は
科
金
の

引
き
上
げ
は
過
去
の
利
息
分
を
も
負
担
す
る
大
幅
な
も
の
と
念
っ
て
い
ま
す
.

聞
や
曲
燃
は
水
道
事
業
に
対
し
て
十
分
念
施
策
を
と
る
べ
き
で
あ
h
y
ま
す
。
市

債
の
利
息
K
つ
い
て
は
料
金
に
転
嫁
さ
せ
会
〈
て
も
積
む
よ
う
K
利
子
補
給

な
ど
充
実
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め

K
市
当
局
は
積
極

的
K
働
き
か
け
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
市
自
身
も
補
紡
金
を
ふ
や
す
べ
き
で

あ
り
ま
す
。
を
た
、
む
と
う
コ
一
年
間
で
一
気

K
赤
字
を
解
清
す
る
と
の
と
と

か
ら
上
げ
幅
一
も
大
き
念
も
の
に
念
っ
て
い
る
わ
け
で
、
と
れ
に
つ
い
て
も
も

-21(}--



竜一一一一←一一一一

十、

内

" 

〆ヘ

っ
と
長
期
的
貌
野
K
立
っ
て
考
え
る
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
一
と
う
し
た
点
を
主

張
し
、
市
民
生
活
を
守
る
と
い
う
立
場
か
ら
と
の
改
正
K
反
対
を
い
た
し
ま

す。
。
議
長
(
石
井
正
君
)
以
上
で
通
告
者
に
よ
る
討
論
を
終
-
り
ま
す
。

通
告
を
し
念
い
議
員
で
討
論
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

(
一
二
番
議
員
栗
原
一
雄
君
登
壇
〉

。
一
二
番
(
栗
原
一
雄
君
〉
議
案
第
三
十
三
号
館
山
市
水
道
事
業
給
水
条
例

の
一
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
K
つ
い
て
賛
成
の
討
論
を
行
い
ま
す
。

ま
ず
初
め
に
、
本
案
は
水
道
料
金
並
び
陀
手
数
料
の
一
一
部
及
び
加
入
者
分

担
金
を
そ
れ
ぞ
れ
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
地
方
公
営
企
業
の
特

別
会
計
は
独
立
採
算
制
の
上
に
立
っ
た
一
般
会
計
と
経
理
内
容
を
全
〈
異
K

す
る
会
計
で
あ
ョ
て
、
独
立
採
算
を
た
て
ま
え
と
し
て
念
り
、
企
業
の
健
全

念
運
営
K
よ
り
将
来
K
わ
た
っ
て
市
民
の
生
活
水
の
安
定
給
水
を
行
う
た
め

K
も
と
の
た
び
の
改
正
は
必
要
で
あ
ろ
う
と
存
じ
ま
す
。

中
小
企
業
集
団
都
市
と
し
て
の
性
格
を
も
っ
本
市
k
b
い
て
は
財
政
力
は

極
め
て
弱
〈
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
一
般
行
政
施
策
の
実
施
K
伴

う
財
源
不
足
を
招
〈
も
の
で
あ
b
、
し
た
が
っ
て
受
益
者
が
公
正
妥
当
念
応

分
念
御
負
担
を
す
る
と
と
は
や
む
を
得
ぬ
も
の
と
考
え
ま
す
。

地
方
公
営
企
業
法
第
二
十
一
条
K
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
料
金
は
公
正

妥
当
念
も
の
で
念
け
れ
ば
を
ら
ず
、
か
つ
能
率
的
な
経
営
の
も
と
で
適
正
原

備
を
基
準
と
し
た
健
全
念
運
営
を
確
保
す
る
と
と
と
そ
市
民
の
水
需
要
の
ニ

ーズ
k
b
と
た
え
で
き
る
も
の
と
確
信
い
た
し
ま
す
。

念
hv
、
今
日
ま
で
一
般
会
計
及
び
県
か
ら
の
補
助
金
の
導
入
等
を
図

b
水

道
料
金
の
改
定
を
低
率
K
押
さ
え
て
き
た
も
の
で
あ
り
，
、
今
後
増
加
す
る
で

あ
ろ
う
市
民
の
水
需
要
に
対
じ
て
、
拡
張
事
業
等
に
伴
う
必
要
左
起
債
及
び

鼻、
司、ι 、手

-+ 
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県
の
補
助
等
K
つ
い
て
も
現
祝
の
ま
安
で
は
対
象
外
K
念
る
か
そ
れ
も
あ
り
、

し
た
が
っ
て
料
金
改
正

K
主
る
財
政
健
全
化
'
の
努
力
は
必
要
措
置
と
考
え
、
戸

以
上
の
観
点
か
ら
本
案
に
対
し
原
案
E
b
h
y
賛
成
い
た
す
も
の
で
ど
ざ
い
ま
p

す。
O
議
長
(
石
井
正
君
)
他
に
討
論
ど
ぎ
い
ま
せ
ん
か
。

1
1
討
論
念
し
と

認
め
ま
す
。
以
上
で
討
論
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

採、

決

O
議
長
(
石
井
正
君
)
と
れ
よ
り
採
決
い
え
し
ま
す
。

採

決

は

戸

分

割

し

て

行

い

ま

す

。

、

宮

勺

A

ま
ず
、
議
案
s
第
二
十
九
号
乃
歪
議
案
第
一
ニ
十
三
号
の
各
議
案
を
一
括
し
て
へ

採

決

い

え

し

ま

す

。

，

‘

-

議
案
第
二
十
九
号
乃
至
議
案
第
三
十
二
号
K
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は

原
案
可
決
で
あ
り
ま
す
。
各
議
案
を
委
員
長
の
報
告
t
b
h
y
可
決
す
る
と
と
u

k
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
友
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

。
議
長
〈
石
井
正
君
〉
御
異
議
事
怯
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
議
案
第
二
十

九
号
乃
至
議
案
第
三
十
二
号
の
各
議
案
ば
い
ず
れ
も
原
案

E
b
み
可
快
さ
れ

ま

し

た

。

苦

t

一
-

t

一

次
い
で
、
議
案
第
三
十
一
一
一
号
銀
山
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
郡
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
K
つ
い
て
を
起
立
K
よ
り
採
決
い
え
し
ま
す
。
二
，

ui

本
案
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
原
案
可
決
で
あ
り
ま
す
。
本
案
を
一
委
に

員
長
の
報
告
の
と
が
り
可
決
す
る
と
と
に
賛
成
の
諸
君
の
起
立
を
求
め
忠
之
‘
一

(

賛

成

者

起

立

)

一

，

O
議
長
(
石
井
正
君
V

起
立
多
数
で
あ
り
ま
す

o
Z
宮
て
議
案
第
三
十
三

-211ー



号
館
山
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

K
つ
い
て

は
原
案
ど

h
v
b
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議

上

程

案

の

O
議
長
(
石
井
正
君
〉
臼
程
第
四
、
議
案
第
七
号
乃
至
議
案
第
十
三
号
昭

和
五
十
五
年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
予
算
を
一
括
し
て
議
題
と
い
た

し
ま
す
。

予
算
審
査
特
別
委
員
会
委
員
長
報
告

守 0-芝崎w 、γ=電こ v←

O
議
長
(
石
井
正
君
〉
た
だ
い
ま
議
題
と
左

b
ま
し
た
各
会
計
予
算
は
、

と
も
K
一
二
月
十
七
日
の
本
会
議
で
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
付
託
さ
れ
た
も

の
で
る
り
ま
す
。

よ
っ
て
、
と
れ
よ
り
各
会
計
予
算
に
対
す
る
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
か

け
る
審
査
の
経
過
並
び
K
結
果

K
っ
き
委
員
長
の
報
告
を
求
め
ま
す
。

予
算
審
査
特
別
委
員
会
委
員
長
和
田
一
郎
君
ι

御
登
壇
願
い
ま
す
。

(
予
算
審
査
特
別
委
員
会
委
員
長
和
国
一
郎
君
登
壇
)

O
予
算
審
査
特
別
委
員
会
委
員
長
(
和
国
一
郎
君
〉
た
だ
い
ま
議
題
と
念
h
y

ま
し
た
議
案
第
七
号
乃
至
議
案
第
十
三
号
昭
和
五
十
五
年
度
館
山
市
一
般
会

計
並
び
に
特
別
会
計
予
算
に
か
か
る
予
算
審
査
特
別
委
員
会
k
b
き
ま
す
審

査
の
経
過
議
び
に
結
果
に
つ
き
ま
し
て
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

去
る
十
七
日
開
会
の
本
会
議

K
か
き
ま
し
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
予
算
審
査

特
別
委
員
会
を
二
十
四
日
招
集
し
、
各
会
計
予
算
K
っ
き
慎
重

K
審
査
い
た

し
ま
し
た
。

以
下
、
委
員
会
k
b
き
ま
す
質
疑
応
答
等
整
理
い
え
し
ま
し
て
審
査
の
概

要
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

e 

c、

き
ず
、
一
般
会
計
歳
出
、
議
会
費
で
あ
り
ま
す
が
、
部
一
制
の
発
足
に
伴
い
、

課
長
等
に
つ
い
て
は
、
本
会
議
k
b
け
る
説
明
員
と
し
て
議
場
K
出
席
せ
ず
、

小
会
議
室
k
b
い
て
待
機
し
、
必
要

K
応
じ
て
議
場
と
連
絡
を
と
っ
て
い
る

よ
う
で
あ
り
ま
す
が
、
と
の
現
況

κか
ん
が
み
、
円
滑
念
欝
会
選
営
を
図
る

見
地
か
ら
、
待
機
室
の
新
設
を
含
め
設
備
の
改
善
K
つ
い
て
換
討
さ
れ
る
考

え
は
左
い
か
伺
い
ま
し
た
と
と
ろ
、
部
長
制
を
し
〈
と
き
に
各
市
の
状
況
等

検
討
し
、
課
長
等
は
出
席
し
を
い
体
制
を
と
っ
た
、
現
在
の
場
所
‘
設
備
で

も
会
議
内
容
の
把
握
は
十
分
で
き
て
い
る
し
、
新
た
に
部
屋
を
増
築
す
る
と

と
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
庁
舎
の
状
況
か
ら
困
難
住
が
あ
る
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

次
に
、
総
務
費
で
あ
り
ま
す
が
、
本
予
算
に
関
連
し
、
委
員
よ
り
古
川
の
施

策
に
対
す
る
多
〈
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
、
そ
れ
ら

K
つ
い
て
市
当
局
の
答
弁

を
求
め
嘩
仇
し
た
。
を
た
、
性
質
別
の
予
算
の
内
容
、
財
政
状
況

K
つ
い
て
説

明
を
求
め
ま
し
た
と
と
ろ
、
義
務
的
経
費
の
構
成
比
四
七

@
O八
d
p
、
経
常

収
支
比
率
八

0
・
六
係
、
公
債
比
率
七
・
七
d

初
で
あ
り
、
さ
ら

K
財
政
カ
指

数
K
つ
い
て
は
最
も
新
し
い
も
の
で

0
・
五
九
四
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

本
委
員
会
と
し
て
は
、
さ
ら

K
歳
入
の
確
保
、
歳
出
の
適
正
念
執
行

K
留

意
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

次
K
、
総
務
管
理
費
中
、
職
員
研
修
委
託
料
が
前
年
と
比
較
し
て
大
幅
念

増
額
を
み
て
い
る
と
と
ろ
で
参
り
ま
す
が
、
と
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
求

め
ま
し
た
と
と
ろ
、
来
年
度
中
堅
職
員
研
修

is
対
象
二
十
四
名
、
一
一
百
周

保
母
研
修
、
課
長
研
修
、
一
一
一
等
級
昇
格
対
象
者
研
修

i
l
対
象
八
十
名
、
四

カ
月
間
の
通
信
教
育
を
計
画
し
て
b
h
y
、
委
託
先
は
近
代
経
営
協
会
及
び
産

業
能
率
短
期
大
学
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
ノ
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次
w
h
、
本
年
度
w
h
h
v
い
て
も
本
市
へ
の
県
職
員
の
派
遣
を
計
画
し
て
い
る

と
の
と
と
で
あ
り
ま
す
が
、
予
定
さ
れ
る
職
名
、
人
数
、
他
市
の
状
況
K
つ

い
て
説
明
を
求
め
ま
し
た
と
と
ろ
、
来
年
度
総
務
部
長
、
都
市
開
発
室
長
、

学
潜
体
育
課
長
、
社
教
文
化
課
長
、
博
物
館
準
備
室
長
、
海
外
派
遣
の
英
語

教
師
、
計
六
名
の
派
遣
を
予
定
し
て
か
り
、
県
下
w
h
沿
い
て
は
十
三
市
で
二

十
五
名
の
派
遣
職
員
が
い
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
県
職
員
の
派
遣
は
本
市
の
職
員
の
士
気
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
で

は
念
い
か
と
の
指
摘
に
対
し
、
暗
黙
と
の
連
絡
を
ス
ム
ー
ズ

K
行
う
と
い
う
観

点
か
ら
、
ま
た
専
門
的
知
識
を
必
要
と
す
る
殺
等
に
つ
い
て
派
遣
を
要
請
し

て
い
る
。
職
員
K
及
隠
す
影
響
は
あ
る
か
も
し
れ
念
い
が
、
逆
K
刺
激
を
与

え
る
と
い
う
プ
ラ
ス
の
菌
も
参
る
と
考
え
て
か
り
、
今
後
も
必
要
に
応
じ
て

検
討
し
て
い
き
た
い
と
の
考
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

次
K
、
民
生
費
中
、
青
年
館
補
修
用
材
料
品
質
が
計
上
さ
れ
て
が
り
ま
す
が
、

ζ

の
内
容
に
つ
い
て
は
先
般
議
会
に
か
い
て
青
年
館
に
関
し
て
の
請
願
書
が

採
択
さ
れ
た
と
ζ

ろ
で
る
h
y
、
そ
の
諦
顕
の
趣
旨
に
沿
っ
て
検
討
し
た
結
果
、

原
材
料
で
支
給
す
る
の
が
適
当
だ
ろ
う
と
い
う
ζ

と
で
今
国
八
十
万
計
上
し

た
、
考
え
方
と
し
て
は
、
二
十
万
円
以
上
の
も
の
を
対
象
K
、
工
事
費
の
三

分
の
一
を
補
助
し
、
眼
度
額
は
三
十
万
円
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

次
花
、
衛
生
費
中
、
夏
季
海
岸
ど
み
収
集
委
託
料
が
新
た

K
計
上
さ
れ
て

hx
り
ま
す
が
、
本
市
観
光
資
源
の
重
要
な
一
つ
で
あ
る
海
岸
の
清
掃
、
美
化

に
つ
い
て
は
従
前
か
ら
本
会
議
等
k
b
い
て
論
議
さ
れ
て
い
る
と
ζ

ろ
で
る

り、

t
w
k
h
ず
い
て
も
努
力
さ
れ
て
き
て
い
る
と
と
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
回
の

と
の
事
業
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
ま
し
た
と
と
ろ
、
従
前
海
岸
の
ど
み

紋
集
K
あ
た
っ
て
は
、
一
般
家
庭
か
ら
の
ど
み
収
集
態
勢
し
か
念
か
っ
た
た

め
、
毎
日
行
ラ
と
と
は
で
き
念
か
っ
た
が
、
今
回
業
者
K
委
託
す
る
と
と

K

4 

、~

主
り
七
月
中
勾
か
ら
八
月
下
匂
の
四
十
日
間
程
度
毎
回
収
集
作
業
を
行
い
、

海
岸
の
清
掃
、
美
化
に
努
め
て
い
〈
と
の
説
明
が
あ
h
y
ま
し
た
。

次
W

件
、
農
林
水
産
業
費
中
、
農
業
振
興
費
w
h
h
v
い
て
新
た

K
印
刷
費
が
計

上
さ
れ
て
・
か
り
ま
す
が
、
と
の
内
容

K
つ
い
て
は
昨
年
度
地
域
産
政
集
務
別

意
向
調
査
を
実
施
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
冊
子
K
ま
と
め
配
布
す
る
も
の

で
、
二
百
五
十
部
の
印
刷
を
予
定
し
て
い
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

次
K
、
水
産
業
振
興
費
中
、
漁
具
災
害
対
策
利
子
補
給
金
が
新
た

K
計
上

さ
れ
て
b
り
ま
す
が
、

ζ

の
内
容
K
つ
い
て
説
明
を
求
め
ま
し
た
と
と
ろ
、

昨
年
の
二
十
号
台
風
忙
よ
h
y
だ
い
ほ
網
の
魚
網
が
流
失
し
た
が
、
と
れ
が
天

災
融
資
法
の
適
用
を
晶
み
る
と
と
と
念
っ
た
ζ

と
K
伴
内
七
百
万
円
を
限

度
と
し
て
の
借
入
金
K
対
弘
、
四
年
間
K
限
b
市
が
利
子
補
給
を
す
る
も
の

で
あ
る
。
ち
な
み

K
適
用
に
ま
る
の
は
天
災
K
よ
ョ
て
漁
船
、
漁
具
の
沈
堤

流
失
、
滅
失
、
損
壊
等
K
よ
る
損
害
額
が
価
格
の
百
分
の
五
十
以
上
の
場
合

で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
担
ま
し
た
③

次
に
、
商
工
費
中
、
観
光
費

K
つ
い
て
は
ピ
ー
チ
ク
リ
ー
ナ
ー
の
導
入
、

公
衆
便
所
の
清
掃
委
託
、
花
摘
み
園
等
積
極
的
念
施
策
が
打
ち
幽
さ
れ
て
い

る
と
ζ

ろ
で
あ

b
ま
す
が
、
さ
ら
に
具
体
的
K
選
営
方
法
等
K
つ
い
て
も
説

明
を
求
め
、
観
光
発
展
K
逮
捕
間
念
き
ょ
う
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

次
w
h
、
教
育
費
で
あ
り
ま
す
が
、
小
、
中
学
校
の
給
食
費
の
徴
収
方
法
K

つ
い
て
質
問
し
た
と
と
ろ
、
給
食
品
買
の
徴
収
に
つ
い
て
は
学
校
ど
と

K
学
校

長
の
責
任
k
b
い
て
実
施
し
て
か

b
、
銀
行
振
込
、
部
落
P
T
A
に
よ
る
徴

収
、
学
級
担
任
に
よ
る
徴
収
と
三
つ
の
方
法
で
行
わ
れ
、
漸
次
銀
行
猿
込
が

多
〈
念
り
つ
つ
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
が
、
特
定
の
銀
行
で
念
け
れ

ば
い
け
念
い
と
か
、

P
T
A
で
徴
収
し
て
い
る
と
ζ

ろ
で
は
立
で
替
え
払
い

等
幾
つ
か
の
間
題
が
起
き
て
い
る
と
と
を
指
摘
し
、
今
後
検
討
を
行
い
、
円

一213-



滑
念
運
営
が
図
ら
れ
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

次
夜
、
放
送
セ
ン
タ
ー

K
つ
い
て
、
ケ
ー
ブ
ル
使
用
を
や
め
た
と
と
で
放

送
セ
ン
タ
ー
の
白
的
か
ら
後
退
し
た
よ
う
に
思
う
が
ど
う
か
、
利
用

K
つ
い

て
現
場
と
の
調
整
は
ど
の
よ
う

K
行
っ
て
い
る
か
、
ま
た
蓄
積
さ
れ
た
教
材

は
い
つ
で
も
活
用
で
き
る
状
態
に
あ
る
か
質
問
し
ま
し
た
と
と
ろ
、
テ
レ
ピ

に
よ
る
放
送
は
教
育
手
段
と
し
て
は
優
れ
た
も
の
と
思
う
が
、
そ
れ
が
十
分

利
用
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
と
と
で
利
用
委
員
会
を
つ
〈
っ
て
四
年

間
検
討
し
、
ク
1
プ
ル
使
用
料
等
も
勘
案
し
て
、
ク
ー
プ
ル
使
用
を
五
十
四

年
度
か
ら
打
ち
切
h
p
カ
ラ

1
化
K
踏
み
切
っ
た
。
現
場
と
の
調
整
に
つ
い
て

は
セ
ン
タ
ー
験
員
が
毎
日
一
回
以
上
各
学
校
を
回
っ
て
い
る
し
、
各
学
校
か

ら
放
送
セ
ン
タ
ー
係
を
一
名
ず
つ
選
び
、
月
一
回
現
場
と
の
調
整
を
図
る
と

と
も

K
教
材
作
成
委
員
会
を
十
四
名
の
職
員
で
構
成
し
、
教
材
作
成
に
あ
た

っ
て
い
る
。
な
hv
、
蓄
積
さ
れ
た
教
材
に
つ
い
て
は
、
そ
の
利
用
の
効
率
化

を
図
る
た
め
、
本
年
度
二
十
八
万
円
を
も
っ
て
教
材
目
録
を
作
成
し
、
学
校

教
職
員
K
配
付
す
る
計
画
で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

次
K
、
歳
入
k
h
v
き
ま
し
て
、
市
税
の
徴
収
に
あ
た
っ
て
は
昨
今
の
経
済

情
勢
か
ら
格
段
の
努
力
が
必
要
か
と
思
わ
れ
る
と
と
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
徴

収
率
の
確
保
K
つ
い
て
ど
の
よ
ラ
に
対
処
さ
れ
て
い
〈
の
か
た
だ
し
ま
し
た

と
と
ろ
、
今
回
物
価
の
上
昇
、
経
済
の
成
長
率
の
低
下
等
予
想
さ
れ
る
と
と

ろ
で
あ
る
が
、
納
税
組
合
、
口
座
握
替
、
郵
便
握
替
等
の
自
主
納
税
組
臓
の

充
実
を
図
h
y
、
さ
ら
伊
刊
紙
税
，
強
調
期
間
を
設
定
し
て
納
税
に
つ
い
て
の
鳶
覆

輪
戸
徴
収
、
納
.
務
相
較
を
実
施
し
、
特
K
今
後
は
納
税
相
談
K
重
点
を
置
き

納
税
者
側
K
立
っ
た
徴
収
を
進
め
た
い
。
な
な
、
徴
収
の
公
平
と
い
う
意
味

か
ら
悪
質
念
滞
納
者
に
つ
い
て
は
差
し
押
さ
え
処
分
等
法

K
照
ら
し
て
処
置

す
る
と
の
考
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

、h

(
)
J
 

吋

次
W

仏
、
寄
付
金
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
内
訳

K
つ
い
て
説
明
を
求
め
る
と

と
も

K
、
特

K
消
防
寄
付
金
、
道
路
寄
付
金
に
つ
い
て
負
担
割
合
が
変
わ
っ

て
い
る
か
質
問
し
ま
し
た
と
と
ろ
、
内
訳

K
つ
い
て
は
水
蜜
関
係
六
百
九
十

二
万
六
千
円
、
青
年
鎗
玄
百
三
十
万
円
、
消
防
百
三
十
三
万
円
、
土
木
二
十

万
円
、
奨
学
資
金
二
十
万
円
で
あ
h
y
、
負
担
割
合
に
つ
い
て
は
従
前
と
変
わ

っ
て
い
念
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
wh
、
消
防
、
道
路
の
寄
付
金

K
つ
い
て
は
、
従
前
か
ら
徐
々

K
解
消

す
る
と
の
市
の
方
針
も
聞
い
て
訟
る
し
、
ま
た
そ
れ
が
町
内
会
費
の
中
か
ら

支
出
さ
れ
て
い
る
実
態
も
あ
り
、
消
防
組
織
法
、
地
財
法
の
精
神
か
ら
も
解

消
す
べ
き
で
は
左
い
か
と
の
意
見
が
あ
り
、
ぞ
れ

K
対
し
、
当
局
か
ら
寄
付

金
K
つ
い
て
は
地
元
か
ら
寄
付
の
・
申
し
出
が
あ
っ
た
も
の
に
隈
b
当
初
予
算

K
計
上
し
て
会
h
y
、
任
意
の
寄
付
と
理
解
し
て
い
る
。
ま
え
、
解
消
に
つ
い

て
は
今
後
十
分
考
え
て
い
〈
旨
の
答
弁
が
念
さ
れ
・
ま
し
た
。

次
W

件
、
市
債
K
つ
い
て
、
充
当
率
は
五
十
四
年
度
と
同
じ
で
あ
る
か
、
ま

た
確
保
の
見
通
し
に
つ
い
て
質
問
し
た
と
と
ろ
、
五
十
四
年
度
さ
で
は
充
当

率
ほ
ほ
九
五

dw
で
、
そ
の
う
ち
土
地
購
入

K
つ
い
て
は
九

O
¢
で
あ
っ
た
が
、

今
回
は
大
体
七
五
¢

κ下
が
っ
て
か
り
、
予
算
K
は
七
五

dw
の
充
当
と
い
う

と
と
で
積
算
、
計
上
し
た
。
支
え
、
確
保
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
十
分
確

保
で
き
る
見
込
み
で
あ
る
と
の
答
弁
が
念
さ
れ
ま
し
た
。

次
W
件
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
中
、
留
保
違
営
協
議
会
委
員
報
酬
が
計

上
さ
れ
て
h
g
h
y
ま
ナ
が
、
と
の
協
議
会
の
委
員
構
成
と
協
議
内
容
K
つ
い
て

説
明
を
求
め
ま
し
た
と
と
ろ
、
国
保
運
営
協
議
会
は
医
師
会
代
表
、
公
益
代

表
、
被
保
険
者
代
表
そ
れ
ぞ
れ
五
名
を
も
っ
て
構
成
し
て

b
b、
市
が
行
う

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

)〆次

K
、
水
道
事
業
特
別
会
計
で
あ
り
ま
す
が
、
水
道
の
消
毒

K
ど
の
よ
う

ペ
)
4司量

L
L
(
吋

ー一一~圃
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山お凶会議醤醤

念
薬
品
を
使
用
し
て
い
る
か
、
ま
た
生
物
嘆
験
紋
行
っ
て
い
る
か
質
問
し
ま

し
た
と
と
ろ
、
塩
素
を
使
用
し
て
hs
・
夕
、
水
道
法
で
は
管
諌
で
わ
る
一

P

P

J
M
以
上
主
規
定
さ
れ
て
い
る
e

浄
水
揚
と
管
末
ま
で
は
か
を
り
聞
き
が
あ
る

が
、
本
請
で
枝
毎
日
浄
水
場
k
b
h
て
測
定
し
て
h
v
h
y
、
一
一
一
・
わ

P
P
M
ぐ

ら
い
と
念
官
て
い
る
。
念
会
、
作
名
に
つ
い
て
は
ダ
ム
と
浄
水
場
付
近
で
コ

イ
を
入
れ
て
度
応
を
見
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

以
上
、
本
委
員
会
k
b
き
ま
す
審
査
の
概
要
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
し
た

が
、
市
当
局
k
b
か
れ
ま
し
て
壮
、
予
、
算
の
執
行
に
あ
た
っ
て
委
員
会
の
要

望
事
項
等
十
分
検
一
討
を
加
え
?
市
民
'
福
祉
の
向
上
と
市
勢
伸
展
を
図
ら
れ
る

よ
う
獲
量
払
議

ι覚
し
て
、
本
委
員
会
は
付
託
を
受
け
ま
し
た
議
案
第
七
号

-
一
乃
至
議
案
第
十
一
一
一
号
「
設
会
計
並
び
に
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
全
員
一
致

-
を
も
っ
て
原
案
吉
弘
f
h
p
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

と
と
w
h

予
算
審
査
特
別
委
員
会
k
b
き
ま
す
審
査
の
経
過
及
び
結
果
に
つ

十
き
ま
し
て
御
報
告
申
し
上
げ
た
次
第
で
ど
ざ
い
ま
す
。

三
、
満
場
一
の
蜘
脚
質
問
を
賜
り
ま
す
よ
う
h
v
騒
い
い
え
し
を
し
て
報
告
を
終
り
ま

す。
。
議
長
一
〈
石
井
正
意
〉
以
上
で
委
員
長
の
報
告
を
終
り
ま
す
。

・
た
だ
い
ま
の
委
員
長
報
告
K
つ
い
て
御
質
疑
を
願
い
ま
す
。
ペ
御
質
寮
ど
ざ

い
ま
せ
ん
か
。

1
1
1御
質
疑
念
し
と
認
め
ま
す
。
以
上
で
質
疑
を
終
結
い
た
r

し
ま
す
。

討

論

れ町議置
R

m
石
井
'
正
君
)

ζ

れ
よ
り
討
論
に
入
・
9
ま
す
。

'
~
通
告
が
舎
一
歩
ま
す
の
で
発
奮
を
許
し
ま
す
。

一
番
議
長
神
田
守
隆
君
。

(
一
番
議
員
神
田
守
陸
君
登
壇
〉

O

一
番
ハ
神
田
守
蜂
君
)
予
算
審
査
特
別
委
員
会

K
付
託
さ
れ
ま
し
た
昭
和

五
十
五
年
度
の
当
初
予
算
に
つ
い
て
、
議
案
第
七
号
、
八
号
、
十
二
号

K
つ

い
て
反
対
を
い
た
し
を
す
。

議
案
第
七
号
昭
和
五
十
五
年
度
館
山
市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
で
あ
h
却

を
す
。
新
年
度
の
当
初
予
算
は
歳
入
歳
出
八
十
四
億
七
千
五
百
万
余
♂
請
前

年
度
伸
び
率
は
玄
・
4

ハ一一一
d

初
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
内
容
を
見
る
と
き
、
市

民
の
立
場
か
ら
大
き
念
問
題
を
有
す
る
も
の
で
あ
h
y
j

反
対
を
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
、
歳
入
で
は
閣
の
基
軸
事
K
迎
合
、
遭
難
し
た
幼
務
簡
保
育
科
の
臨
囲

¢
も
の
ア
ッ
プ
が
見
込
ま
れ
て
い
る
と
と
で
あ
h
p
ま
す
。
市
民
生
活
を
守
る

立
場
か
ら
と
の
億
上
げ
は
や
め
る
よ
う
改
め
て
主
引
掻
い
た
し
ま
す
e

ま
え
、
寄
付
金
十
が
千
三
百
元
十
五
万
円
予
算
化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
と
れ

46ば
道
路
ギ
・
あ
る
い
ば
諸
問
憶
を
ど
の
よ
う
に
本
来
公
費
K
ょ
っ
て
負
担
す
べ

き
も
の
で
あ
り
へ
予
算
化
す
べ
き
も
の
で
は
あ
り
ま
・
ぜ
ん
。
一
寄
付
金
紋
本
来

告
発
的
念
意
思
K
基
づ
い
て
行
・
か
れ
る
も
の
で
す
が
、
実
態
は
地
元
負
担
で

あ
り
、
半
ば
強
制
的
念
も
の
で
す
U

と
の
よ
う
ゑ
説
外
負
担
絃
全
廃
す
る
よ

う
主
張
い
た
し
ま
す
。

歳
出
の
点
で
は
、
第
一
夜
む
だ
使
い
の
問
題
が
あ

h
ま
す
。
そ
の
第
一
は

f
市
長
交
際
費
の
大
幅
た
増
額
で
あ
り
ま
す
。
前
年
度
三
百
五
十
万
円
か
ら
四

百
五
十
万
円
と
百
万
円
増
額
し
た
わ
け
で
、
予
算
規
模
全
体
が
わ
ず
か
に
五

ニ
ハ
コ
一
¢
の
増
犬
と
い
れ
か
中
で
ζ

の
増
額
は
異
例
で
あ
り
ま
す
。

t
w
民
K
は

公
表
を
し
ぶ
る
よ
う
左
そ
の
交
際
費
と
そ
率
先
し
て
剛
被
す
べ
き
で
ち
り
愛

す

。

三

.

f

一割5-

ま
え
!
参
与
を
新
設
し
?
と
れ

K
苔
八
十
万
円
の
予
算
を
計
上
し
て
い
ま

す
が
、
条
例
の
改
正
@
中
で
も
主
張
し
た
よ
う
K
、
と
れ
は
市
に
と
っ
て
ど



う
し
て
も
、
必
要
念
も
の
で
は
念
〈
、
公
費
の
む
だ
使
い
で
あ
り
ま
す
。

事
同
色
申
告
都
市
宣
言
に
伴
っ
て
六
十
万
円
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
す
が
、
と
れ
も
本
来
必
要
の
念
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

次
vh
、
福
祉
K
冷
た
い
予
算
で
あ
る
と
い
う
と
と
で
あ
り
ま
す
。
障
害
者

対
策
K
つ
い
て
施
政
方
針
で
一
言
も
触
れ
て
い
な
い
と
!
と

K
端
的
に
表
現
さ

れ
て
い
る
と
思
う
わ
け
で
あ
h
y
ま
す
が
、
障
害
者
対
策
K
つ
い
て
は
福
祉
作

業
所
の
還
営
委
託
に
あ
た
っ
て
人
件
費
が
こ
名
で
三
百
五
十
五
万
円
と
見
積

っ
て
い
る
念
ど
何
か
の
間
違
い
で
は
念
一
い
か
と
思
う
緩
め
て
低
い
水
港
で
参

，
り
ま
す
。
福
祉
作
業
所
の
還
営
委
託
料

κつ
い
て
大
幅

K
場
額
し
、
職
員
む

待
遇
を
援
本
的
に
改
善
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
支
え
、
来
年
の
国
際
障
害
者

年
K
向
け
て
市
と
し
て
障
害
者
対
策
の
具
体
的
目
標
の
策
定
を
鍍
山
市
の
実

情
K
沿
っ
て
立
て
る
べ
き
で
、
国
際
障
害
者
年
を
単
念
る
か
け
声
だ
け
の
も

の
K
し
念
い
よ
う
取
・
9
組
む
と
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
字
。

老
人
福
祉
の
点
で
は
、
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
念
ど
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
と
と
は
評
価
す
る
も
の
で
ち
り
ま
す
が
、
多
〈
の
問
題
が
放
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
独
居
老
人
が
人
知
れ
ず
死
ん
で
も
数
日
間
誰
も
気
が
つ
か
念
い
ま

室
過
ぎ
て
し
ま
う
と
い
う
状
憩
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

ζ

れ
K
対
し
て
愛
の

ベ
ル
@
制
度
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、
実
際
-K
四
百
九
十
六
人
の
独
居
老
人
の

う
ち
わ
ず
か
設
置
し
て
い
る
の
は
二
十
八
人
K
過
ぎ
念
い
。
そ
し
て
ζ

の
予

算
も
わ
ず
か
一
万
九
百
五
十
円
と
い
う
の
で
は
、
金
〈
財
政
の
裏
づ
け
を
持

え
な
い
制
度
に
念
っ
て
い
る
わ
け
で
、
必
要
と
思
わ
れ
る
全
独
居
老
人
が
気

楽
に
設
置
で
き
る
よ
う
予
算
を
大
縞
K
ふ
や
す
べ
き
で
あ
・
9
を
す
。

次
夜
、
教
育
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
り
ま
す
が
、
障
害
児
の
幼
児
教
育

K
積

極
的
に
そ
の
受
け
入
れ
体
制
を
整
備
し
、
促
進
す
べ
き
で
あ
担
ま
す
。

支
え
、
豊
房
、
九
重
幼
稚
園
で
も
四
歳
児
保
育
を
実
施
す
べ
き
で
あ
り
ま

4 

，1"".-.....，.._ .. 、

与、f‘よ")

ミ~

ナ。
さ
ら
W

件
、
幼
稚
園
の
園
長
は
小
学
校
長
の
兼
任
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

園
長
は
園
長
と
し
て
会
き
、
幼
稚
園
教
育
の
充
実
を
図
る
べ
き
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

と
う
し
た
幼
稚
園
教
育
の
充
実
を
図
る
べ
き
立
場
か
ら
、
予
算
の
増
額
を

主
張
い
え
し
ま
す
。

ま
え
‘
中
学
校
統
合

K
伴
い
通
学
費
の
父
母
負
塾
は
大
き
念
込
の
が
あ
り

ま
す
。
と
れ
は
公
費
で
ま
か
な
う
よ
う
改
め
て
主
彊
い
た
し
ま
す
。

次
に
、
公
債
費
で
あ
り
ま
す
が
、
歳
入
の
一
四
・
八
d
p
は
市
俵
K
依
存
し

て
い
ま
す
。
と
の
結
泉
五
十
五
年
度
末
で
は
地
方
債
残
高
は
五
十
五
億
四
千

万
K
念
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
と
れ
は
五
十
五
年
度
一
般
会
計
予
算
の

六
五
¢

K
相
当
す
る
わ
け
で
、
と
う
し
た
と
と
は
市
財
政
が
不
健
全
念
借
金

づ
け
体
質
に
な
っ
て
い
る
と
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
新
年
度
予
算
は
と
の
よ

う
K
引
き
続
き
不
健
全
念
借
金
財
政
K
頼
っ
て
い
ま
す
。

ま
え
、
そ
の
基
調
は
、
地
方
自
治
体
K
行
政
の
守
備
範
囲
の
結
小
、
事
議
叩
1

事
業
の
大
幅
在
民
間
委
託
、
機
構
、
人
員
の
削
揖
、
受
益
者
負
担
制
度
の
拡

大
、
国
の
水
準
を
上
回
る
行
政
施
策
の
見
直
し
念
ど
、
厳
し
〈
求
め
て
い
る

自
治
省
の
意
向

K
一
迎
合
し
、
追
随
し
、
人
間
尊
重
‘
市
民
生
活
優
先
が
嘗
素

だ
け
の
も
の
に
念
宮
て
い
を
す
。

市
民
を
め
ぐ
る
状
況
は
不
況
と
イ
ン
フ
レ
の
同
時
進
行
と
い
う
中
で
深
刻

念
生
活
不
安
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
年
度
予
算
は
と
う
し
た
市
民
の
生

活
を
守
る
と
い
う
立
場
K
立
?
た
も
の
と
は
念
ョ
て
い
委
せ
ん
。
私
は
と
の

よ
う
ま
五
十
五
年
度
館
山
市
一
般
会
計
予
算
K
反
対
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
.

次
V

件
、
議
案
第
八
号
館
山
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
K
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
。

V

2

 

phd時、
主主-.'-でf

:;_:;e、コ伊

-216-



4 

Z
A
平
4

タ

、直

~卓三

，-

国
保
税
の
対
前
年
度
調
定
額
は
九
四
・
五
¢
と
今
年
度
調
定
額
を
下
回
る

も
の
と
念
っ
て
い
ま
す
が
、

ζ

れ
は
も
と
も
と
五
十
四
年
度
K
不
必
要
念
大

幅
念
保
険
税
の
ア
ァ
プ
を
し
た
た
め

K
繰
越
金
四
千
万
円
が
見
込
ま
れ
、
そ

の
た
め

K
対
前
年
度
調
定
額
を
下
回
ョ
た
わ
け
で
、
五
十
四
年
度
K
留
保
税

を
上
げ
過
ぎ
た
と
と
が
ζ

う
し
た
と
と
を
も
た
ら
し
た
原
因
で
す
。
現
在
、

国
保
税
は
市
民

K
と
っ
て
重
い
負
担
と
念
っ
て
い
ま
す
。
一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
入
れ
を
し
て
保
険
税
の
軽
減
K
充
て
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。
抜
本
的

K
は
国
の
負
担
金
や
補
助
金
の
増
額
を
要
求
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
が
、
同
時

K
多
〈
の
自
治
体
が
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

K
よ
っ
て
保
険
税
の
軽
減

K
充
て
て
い
ま
す
。
事
務
費
の
超
過
負
担
、
納
税
費
な
ど
一
般
会
計
か
ら
の

融
h
y
入
れ
を
す
る
根
拠
は
あ
り
ま
す
。
と
う
し
た
点
を
主
張
し
、
と
の
会
計

予
算
K
反
対
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

最
後
W

件
、
議
案
第
十
二
号
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
K
つ
い
て
で
る
り
ま

す。
と
の
予
算
は
三
九
係
と
い
う
大
幅
ま
水
道
料
金
の
億
上
げ
を
前
提
K
し
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。
給
水
条
例
の
改
正
の
中
で
反
対
討
論
を
述
べ
た
よ
う
K

と
の
健
上
げ
は
起
債
利
息
の
支
払
い
を
料
金
K
転
嫁
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

市
民
生
活
は
相
つ
ぐ
公
共
料
金
値
上
げ
の
中
で
深
刻
念
事
態
を
迎
え
て
ι
s
h
y

-
ま
す
。
市
民
生
活
を
守
る
立
場
か
ら
、
と
の
値
土
げ
予
算
は
認
め
ら
れ
ま
せ

ん。
。
議
長
(
石
井
正
君
)
以
上
で
通
告
者

K
よ
る
討
論
を
終
り
ま
す
。

通
告
を
し
念
い
議
員
で
討
論
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

(
四
番
議
員
横
溝
功
君
登
壇
)
(
拍
手
)

。
四
番
ハ
横
溝
功
君
〉
私
は
、
今
回
の
議
案
第
七
号
乃
歪
第
十
三
号

K
賛

成
の
討
論
を
行
い
ま
す
。

、4.

わ
が
国
の
経
済
は
比
較
的
原
調
念
推
移
を
た
ど
っ
て
・
ま
い
り
ま
し
た
が
、

最
近
の
石
油
情
勢
の
変
化

K
伴
い
先
行
き
に
多
〈
の
困
難
が
予
想
さ
れ
て
-b

り
ま
す
。

ζ

の
対
策
と
し
て
政
府
は
新
経
積
七
カ
年
計
画
を
策
定
し
、
中
期

的
成
長
軌
道
を
定
め
、
発
表
し
て
・
去
り
ま
す
が
、
内
外
務
情
勢
の
変
化
は
厳

し
い
も
の
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
と
の
よ
う
念
情
勢
下
で
地
方
行
政
も

と
れ

K
即
応
す
る
行
政
を
行
う
ζ

と
が
肝
要
で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

館
山
一
市
の
昭
和
五
十
五
年
度
か
ら
の
三
カ
年
の
根
幹
事
業
実
施
計
磁
を
見

ま
す
と
、
八
幡
宣
向
井
線
の
道
路
建
設
、
し
尿
処
理
施
設
の
建
設
、
船
形
小
学

校
の
建
設
等
々
多
額
の
事
業
費
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
と
の
計
画
を
実
施
し

よ
う
と
す
る
意
欲
は
高
〈
評
価
い
た
す
と
と
る
で
ど
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
今
回
上
程
の
予
算
案
は
、
一
般
行
政
経
費
の
抑
制
、
投
資
的
経
貨

の
増
大
等
、
編
成
に
あ
た
っ
て
の
努
力
が
顕
著
に
認
め
ら
れ
ま
す
。
予
想
さ

れ
る
イ
ン
フ
レ
傾
向

K
対
応
す
る
た
め
、
中
期
的
計
画

K
基
づ
〈
安
定
し
た

館
山
市
の
健
全
財
政
の
運
用
を
囲
っ
て
卦
る
と
と
を
高
〈
評
価
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

以
上
の
理
由
に
よ
り
原
案
K
賛
成
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

O
議

長

(

石

井

正

君

)

他

K
討
論
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

(
一
七
番
議
員
黒
川
平
治
君
登
壇
)
(
拍
手
)

の
一
七
番
(
黒
川
平
治
君
)
私
は
、
通
告
し
て
ど
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

先
ほ
ど
反
対
の
討
論
を
聞
い
て

b
b
ま
し
て
、
と
と
に
賛
成
の
討
論
を
い
た

し
ま
し
て
、
皆
さ
ま
に
御
理
解
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
を
す
。

議
案
第
七
号
乃
至
議
案
第
十
一
一
一
号
に
対
し
、
た
だ
い
ま
予
算
審
査
特
別
委

員
長
の
報
告
ど
か
り
い
ず
れ
も
原
案
ど
む
り
可
決
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
の

委
員
会
決
議
報
告
が
ど
ざ
い
ぎ
し
た
。
実
K
そ
の
と
h
v
h
y
だ
と
賛
成
す
る
も

の
で
ど
ざ
い
ぎ
す
。
念
ぜ
を
ら
ば
、
本
議
案
の
内
容
は
昭
和
五
十
五
年
度
一
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般
会
計
並
び

K
特
別
会
計
当
初
予
算
で
あ
り
ま
す
の
で
、
舘
山
市
根
幹
事
業

計
画
に
か
か
る
予
算
で
あ
h
y
、
怠
hv
市
長
の
施
政
方
針
に
基
づ
ぐ
館
山
市
の

健
全
財
政
の
維
持
を
基
本
原
則
と
し
て
、
市
民
生
活
の
安
定
、
向
上
を
図
る

ベ
〈
地
域
の
環
境
づ
〈
夕
、
産
業
の
基
盤
づ
〈
h
y
を
目
的
と
し
た
計
画
K
対

ナ
る
施
策

K
基
づ
〈
予
算
で
あ
る
と
と
は
市
長
の
施
政
方
針
の
中
で
、
ま
た

議
案
説
明
書
K
主
り
、
な
hv
本
議
案
の
審
議
過
程
の
中
で
、
質
疑
の
中
で
は

っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
る
と
を
h
y
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
議
案

第
七
号
乃
至
議
案
第
十
三
号
は
い
ず
れ
も
原
案
ど
b
h
y
決
す
る
と
と

K
賛
成

す
る
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。

以
上
由
申
し
上
げ
て
、
賛
成
の
討
論
と
い
た
し
ま
す
。

。
議
長
〈
石
井
正
君
)
他

K
討
論
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

l
i
討
論
念
し
と

認
め
ま
す
。
以
上
で
討
論
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

採

決

O
議
長
(
石
井
正
君
)
と
れ
よ
り
採
決
を
い
た
し
ま
す
。

採
決
に
あ
た
h
y
ま
し
て
分
割
し
て
採
決
を
行
い
ま
す
。

ま
ず
、
議
案
第
七
号
昭
和
五
十
五
年
度
館
山
市
一
般
会
計
予
算

K
つ
い
て

起
立

K
よ
り
採
決
い
た
し
ま
す
。

議
案
第
七
号

K
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
原
案
可
決
で
あ
り
ま
す
。
委

員
長
の
報
告
ど
h
v
h
y
決
ナ
る
と
と
に
賛
成
の
諸
君
の
起
立
を
求
め
ま
す
。

(
賛
成
者
起
立
)

O
議
長
(
石
井
正
君
)
起
立
多
数
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
議
案
第
七
号
昭

和
五
十
五
年
度
館
山
市
一
般
会
計
予
算
は
原
案
の
と
hv
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

次
い
で
、
議
案
第
八
号
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

K
つ
い
て
起
立
に

よ
り
採
決
い
え
し
ま
す
。

草子

r-， 

'v:五ご

. 

4

・-土
L

守

議
案
第
八
号

K
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
紋
原
案
可
決
で
あ
h
y
ま
す
@
委

員
長
の
報
告

E
b
り
決
す
る
と
と

K
賛
成
の
諸
君
む
起
立
を
求
め
室
ず
。

(
賛
成
者
起
立
)

O
議
長
(
石
井
正
君
)
起
立
多
数
で
あ
り
ま
す
。
ょ
ョ
て
一
議
案
第
八
号
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
は
原
案
ど
か
り
可
決
さ
れ
会
し
た
。

次
い
で
、
議
案
第
九
号
乃
至
議
築
第
十
一
号
の
各
特
別
会
計
予
算
を
一
括

し
て
採
拍
拭
い
た
し
ま
す
。

議
案
第
九
号
乃
至
議
案
第
十
一
号
の
各
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
の
委
員

長
の
報
告
は
原
案
可
決
で
あ
り
ま
す
。
各
特
別
会
計
予
算
を
委
員
長
の
報
告

ど
h
v
h
y
可
決
す
る
と
と
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
惑
も
悼
し
」
、
.
と
呼
ぶ
卓
府
い
あ
り
)

。
議
長
(
石
井
正
君
)
御
異
議
念
し
と
認
め
ま
す
。
よ
ヲ
て
議
案
第
九
号

乃
至
議
案
第
十
一
号
の
各
特
別
会
計
予
算
は
い
ず
れ
も
原
案
の
と
令
h
y
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

次
い
で
、
議
案
第
十
二
号
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

K
つ
い
て
起
立

K
主

h
y
採
決
い
た
し
ま
す
。

議
案
第
十
二
号

K
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
ば
原
案
可
決
で
あ
り
ま
す
。

委
員
長
の
報
告
ど

b
b決
す
る
と
と

K
賛
成
の
諸
君
の
起
立
を
求
め
ま
す
。

(
賛
成
者
起
立
〉

O
議
長
(
石
井
正
君
)
起
立
多
数
で
-
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
議
案
第
十
二
号

水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
は
原
案
の
と
b
h
y
可
決
さ
れ
を
し
た
。

次
い
で
、
議
案
第
十
三
号
国
民
宿
舎
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
採
決

い
た
し
ま
す
。

議
案
第
十
三
号
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
原
案
可
決
で
あ
り
ま
す
@

委
員
長
の
報
告
ど

b
b
可
決
す
る
と
と
材
料
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。
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(
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

O
議
長
〈
石
井
正
君
)
御
異
議
念
し
と
認
め
ま
す
。
よ
宮
て
議
案
第
十
三

号
国
民
宿
舎
事
業
特
別
会
計
予
算
は
原
案
ど
か
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

請

願

書

の

上

程

。
議
長
(
石
井
正
君
)
日
程
第
五
、
請
願
第
一
号
及
び
請
願
第
二
号
を
一

括
し
て
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

総
務
委
員
会
委
員
長
報
告

。
議
長
(
石
井
正
君
)
た
だ
い
ま
議
題
と
念
り
ま
し
た
各
謂
顕
書
は
去
る

三
月
十
七
尽
の
本
会
議
k
b
い
て
総
務
委
員
会

K
付
託
さ
れ
た
も
の
で
る
り

ま
す
。よ

ョ
て
、
と
れ
よ
h
y
各
請
願

K
対
す
る
総
務
委
員
会
k
b
け
る
審
査
の
経

過
K
っ
き
委
員
長
の
報
告
を
求
め
ま
す
。

総
務
委
員
会
委
員
長
松
下
正
己
君
。

(
総
務
委
員
会
委
員
長
松
下
正
己
君
登
壇
〉

。
総
麓
委
員
会
委
員
長
(
松
下
正
己
君
)
請
願
書
の
審
査
経
過
に
つ
い
て
御

報
告
白
申
し
上
げ
ま
す
。

去
る
三
月
十
七
日
開
会
の
本
会
議
k
b
い
て
本
委
員
会

K
付
託
さ
れ
ま
し

た
楕
願
第
一
号
及
び
請
願
第
二
号

K
つ
い
て
、
十
八
日
招
集
の
委
員
会
k
b

い
て
審
査
い
え
し
ま
し
た
と
と
ろ
、
本
請
願
書

K
つ
き
ま
し
て
は
慎
重
K
審

査
を
要
ナ
る
と
り
観
点
か
ら
、
い
ず
れ
も
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
す
る
と
と

K
決
定
い
え
し
ま
し
た
の
で
御
了
承
賜
り
ま
す
よ
う
必
願
い
由
申
し
上
げ
、
委

員
長
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

。
講
義
ハ
石
井
正
君
)
以
上
で
委
員
長
の
報
告
を
終
り
ま
す
。

wut‘
 

継

続

審

査

に

つ

い

て

O
議
長
(
石
井
正
君
)

b

諮
b
い
た
し
ま
す
c

た
だ
い
ま
の
委
員
長
報
告
の
と

h
x
b、
請
願
第
一
号
及
び
請
願
第
二
号
K

つ
い
て
は
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
と
れ

K
御
異

議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

(
一
異
議
あ
り
」
、
{
異
議
友
し
」
と
の
声
あ
・
9
)

{
い
議
長
ハ
石
井
正
君
)
御
異
議
念
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
決
定
い
た
し

ま
し
た
か

議

案

の

上

程

O
議
長
(
石
井
正
君
〉
日
程
第
六
、
議
案
第
三
十
六
号
館
山
市
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

議
案
の
個
別
競
を
緩
い
ま
す
。

(
書
記
甥
競
〉
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議

案

の

内

容

説

明

。
議
長
(
石
井
正
君
)
議
案
の
説
明
を
求
め
を
す
。

〈
市
長
半
湾
良
一
一
若
登
壇
)

。
市
長
〈
半
海
良
一
君
〉
た
だ
い
ま
追
加
提
案
い
え
し
会
し
た
議
案
繁
一
ニ
十

ム
ハ
号
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
館
山
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
中
護
団

好
治
君
が
三
月
二
十
四
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
念
h
y
を
し
た
m
p
夕
、
最
適

任
者
で
ど
ざ
い
を
す
同
君
を
引
き
続
き
選
任
し
た
h
の
で
、
ぜ
ひ
御
品
質
問
賜

h
y
ま
す
主
う
h
g

願
い
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

。
議
長
f

石
井
正
君
)
説
明
は
終
り
ま
し
た
。



御
質
疑
願
い
ま
す
。
御
質
疑
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

i
i御
質
疑
念
し
と
認

め
ま
す
。
よ
っ
て
質
疑
を
終
り
ま
す
。

委

員

会

付

託

の

省

略

O
議
長
(
石
井
正
君
)
会
諮
り
い
た
し
ま
す
。

本
案
に
つ
い
て
は
委
員
会
の
付
託
並
び

K
討
論
省
略
、
車
ち

K
採
決
す
る

と
と
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
友
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

O
議
長
(
石
井
正
君
〉
御
異
議
念
し
と
認
め
ま
す
。

採

i夫

O
議

長

〈

石

井

正

君

)

と

れ

よ

り

採

決

い

た

し

ま

す

。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
選
任
K
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
件
は
、

と
れ

K
同
意
す
る
と
と

K
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〈
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
h
y
〉

O
議
長
(
石
井
正
君
)
栴
異
議
念
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
本
案
は
と
れ

K
同
意
す
る
と
と

K
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

よ
っ
て
、

議

案

上

程

の

O
議
長
(
石
井
正
君
)
臼
程
第
七
、
議
案
第
=
一
十
七
号
館
山
市
収
入
役
の

選
任
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

議
案
の
朗
読
を
顕
い
ま
す
。

(
書
記
朗
読
〉

議

案

の

内

容

説

明

ーイ
Q

迫

F
I
M

。
議
長
(
石
井
正
君
)
議
案
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

(
市
長
半
海
良
一
君
登
壇
)

。
市
長
(
半
海
良
一
一
定
〉
た
だ
い
ま
追
加
提
案
を
い
た
し
ま
し
た
議
案
第
三

十
七
号
館
山
市
収
入
役
の
選
任
K
つ
い
て
で
あ
h
p

ま
す
が
、
現
収
入
役
の
長

谷
川
広
治
君
が
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
任
期
満

7
k念
タ
ま
す
の
で
、
そ

の
後
任
と
し
て
現
在
の
太
田
博
雄
経
済
部
長
を
最
適
任
者
と
考
え
、
選
任
い

た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
御
賛
同
賜
り
ま
す
よ
う
hv
願
い
由
申
し
上

げ
ま
す
。

。
議
長
(
石
井
正
君
)
説
明
は
終
り
ま
し
た
。

御
質
疑
を
騒
い
ま
す
。
御
質
疑
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

l
!御
質
疑
念
し
と

認
め
ま
す
。
よ
っ
て
質
疑
を
終
り
ま
す
。

委

員

会

付

託

の

省

略

。
議
長
〈
石
井
正
君
〉

hu
諮
り
い
た
し
ま
す
。

本
案
に
つ
い
て
ー
は
委
員
会
付
託
、
討
論
省
略
、
直
ち
w
h
採
決
す
る
と
と

K

御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
左
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

。
議
長
(
石
井
毘
君
)
御
異
議
な
し
と
認
め
を
す
。

採

決

。
議
長
〈
石
井
正
君
)
よ
っ
て
、

ζ

れ
よ
り
採
決
い
た
し
ま
す
。

収
入
役
選
任
K
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
件
は
、
と
れ

K
同
意
す
る
と
と
K

御
異
議
る
り
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

。
議
長
(
石
井
正
君
)
御
異
議
念
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
本
実
は
と
れ

こ、
;持

一一
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に
同
意
す
る
と
と
に
決
し
ま
し
た
。

開

会

午
後
零
時
十
四
分
間
会

。
議
長
〈
石
井
正
君
)
以
上
で
本
定
例
会

K
付
議
さ
れ
を
し
た
案
件
は
す

べ
て
議
了
さ
れ
嘩
仇
し
た
。

(
「
議
長
」
、
「
休
憩
」
と
の
声
あ
り
)

O
議
長
(
石
井
正
君
〉
暫
時
休
憩
い
た
じ
ま
す
。

午

前

十

一

時

五

十

分

休

憩

午

後

零

時

十

三

分

再

開

。
議
長
(
石
井
正
君
)
休
憩
前

K
引
き
続
き
会
議
を
開
き
ま
す
。

た
だ
い
ま
、
諦
願
K
つ
い
て
の
採
決
中
、
議
事
の
不
d

串
・
際
が
あ
っ
た
と
と

を
会
詫
び
い
た
し
ま
す
。

以
上
で
本
定
例
会
に
付
議
さ
れ
ま
し
た
案
件
は
す
べ
て
議
了
さ
れ
ま
し
た
。

よ
っ
て
、
と
れ
に
て
第
一
一
回
市
議
会
定
例
会
を
閉
会
い
た
し
ま
す
。

O
本
自
の
会
議
に
付
し
た
事
件

一
、
議
案
第
七
号
乃
至
議
案
第
三
十
七
号

一
、
請
願
第
一
号
、
諦
願
第
二
号

す

一

y

d

y

地
方
自
治
法
第
百
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定

K
よ
り
署
名
す
る
。

館
山
市
議
会
議
長

館
山
市
議
会
議
員

館
山
市
議
会
議
員

石

井

& ，、

戸

石

井

寿武

局

、駆除

正夫敏
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